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（4）とおガ辞お

　
教
育
委
員
会
は
、
学
校
教
育
課
、
社
会
教
育
課
、
体
育
課
の
事
務
局
に
、

公
民
館
、
博
物
館
な
と
の
教
育
機
関
と
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
構
成
さ
れ

’
、
い
ま
す
。

　
事
務
局
で
は
、
社
会
教
育
課
か
ら
体
育
係
が
独
立
し
、
体
育
課
に
な
り

ま
し
た

ま
た
、
庶
務
課
と
学
校
教
育
課
が
統
一
さ
れ
学
校
教
育
課
に
な

り
、
社
会
教
育
課
は
公
民
館
本
館
で
箏
務
を
行
い
ま
す
．

　
な
お
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
の
所
管
が
教
育
委
員
会
に
移
さ
れ
圭
し
た
。

学
校
教
育
課

　
（
三
階
北
側
）

○
教
職
員
、
児
童
生
徒
の
保
健
、
衛

生
、
福
祉
厚
生
に
関
す
る
こ
と

社
会
教
育
課

（
公
民
館
本
館
）

○
施
設
の
使
用
に
関
す
る
こ
と

○
施
設
の
維
持
保
全

〈
事
業
係
〉

○
青
年
学
級
の
実
施

○
各
種
学
級
、
講
座
、
諸
集
会
な
ど

　
の
開
設
お
よ
び
開
催

○
図
書
室
の
運
営

○
自
動
車
文
庫
、
貸
出
し
文
庫
の
実

施
○
公
民
館
利
用
団
体
の
育
成

〈
地
区
公
民
館
〉

○
各
種
学
級
、
講
座
、
諸
集
会
な
ど

　
の
開
設
お
よ
び
開
催

○
図
書
室
の
運
営
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〈
庶
務
係
〉

○
学
校
施
設
、
設
備
の
建
設
計
画
、

整
備
計
画
の
策
定

○
教
員
住
宅
に
関
す
る
こ
と

○
学
校
施
設
の
学
校
教
育
以
外
の
使

用
に
関
す
る
二
と

○
教
育
委
員
会
の
会
議
に
つ
い
て

く
学
事
係
V

O
学
校
の
設
置
お
よ
び
廃
止

○
就
学
事
務
、
就
学
援
助

○
教
科
用
図
書
の
採
択
、
無
償
給
与

○
教
職
員
の
人
事
や
研
修

○
奨
学
金
の
貸
付
お
よ
び
返
還

○
学
校
給
食

〈
社
会
教
育
係
〉

○
社
会
教
育
施
設
の
設
置
、
管
理

○
青
年
学
級
の
開
設

○
文
化
財
の
保
護

○
青
少
年
問
題
協
議
会

○
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
！

青
少
年
ホ
ー
ム

○
講
座
の
開
設
、
諸
集
会
、
行
事
の

開
催

○
ク
ラ
ブ
活
動
の
奨
励

○
施
設
の
使
用
に
関
す
る
こ
と

体
　
育
　
課

　
（
三
階
西
側
）

博
　
物
　
館

　
　
議
会
事
務
局

　
　
　
　
（
三
階
南
側
）

O
市
議
会
に
関
す
る
す
べ
て
の
事

務
。
繭
擾
騒
㎜
．
窒
糠
繋
懸
、

・
藏
棄
常
館
餐
議
筋
．

霞
藩
購
薫
瀕
蟹

〈
体
育
係
〉

○
社
会
体
育
施
設
の
設
置
、
管
理

○
体
育
団
体
の
育
成

○
体
育
、
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
指

導
奨
励

○
学
校
体
育
施
設
開
放

○
資
料
の
収
集
、
保
管
、
展
示
お
よ

び
調
査
研
究

○
特
別
展
示
会
、
講
演
会
、
講
習
会

研
究
会
な
ど
の
開
催

理
科
セ
ン
タ
ー

○
理
科
教
育
の
専
門
的
、
技
術
的
事

項
の
調
査
お
よ
び
研
究

○
理
科
教
育
関
係
職
員
の
研
修
、
理

科
教
材
、
資
料
の
作
成

　
　
水
道
纂
縁

　
　
　
灘
慧
鰻
駕

　
　
　
　
　
養
灘
、
発
更

〈
事
務
係
〉

○
水
道
新
設
工
事
の
申
込
み

○
水
道
の
検
針
、
水
道
料
金
の
徴
収

○
工
事
の
入
札
お
北
び
契
約

○
メ
ー
タ
ー
の
検
査
、
取
替

〈
工
務
係
〉

○
水
道
拡
張
、
改
良
計
画
、
工
事

○
給
水
工
事
の
施
行
お
よ
び
取
締

○
指
定
工
事
業
者
に
関
す
る
こ
と

〈
浄
配
水
係
〉

○
取
水
お
よ
び
送
配
水
施
設
、
水
源

地
、
配
水
池
の
維
持
管
理

○
水
質
検
査
に
関
す
る
こ
と

会
　
計
　
課

　
（
一
階
西
側
）

〈
出
納
係
〉

〇
一
般
会
計
お
よ
び
、
国
民
健
康
保

険
、
簡
易
水
道
、
診
療
所
、
ド
水

道
の
四
特
別
会
計
に
属
す
、
歳
入

歳
出
の
出
納
、
保
管

○
決
算
書
の
調
整

公
　
民
　
館

〈
事
務
係
〉

選
挙
管
理

　
委
員
会
事
務
局

○
公
職
選
挙
法
に
定
め
ら
れ
た
選
挙

　
の
管
理
、
執
行

○
選
挙
人
名
簿
の
調
製

給
食
共
同
調
理
場

○
学
校
給
食
の
調
理
お
よ
び
輸
送

監
査
委
員
事
務
局

○
市
政
の
財
務
、
事
務
事
業
の
監
査

○
監
査
請
求
の
受
付

魍
肩
懸
、
襲
露
磯
懸
怨
譲
購
簿

藩
慧
の
届
出
灘
慧
縦
鞍
翠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
加
入
者
の
み
）
、
印
鑑

◆
転
入
届

爆
、
　
　
　
十
日
町
市
に
越
し
て
き
て
か

①
・
ら
＋
冒
以
内
に
、
本
人
ま

、
2
，
た
は
世
帯
主
が
届
け
出
て
く

2
だ
さ
い
。

畑繊い，

崇
必
要
書
類
…
…

　
内
　
　
前
の
住
所
地
の
市
町
村
発

　
●
輩
　
行
の
転
出
証
明
書
、
印
鑑
、

驚
罠
年
華
帳
（
加
入
者

　
”
　
　
の
み
）
、
国
民
健
康
保
険
証

　
卸
・
　
（
加
入
世
帯
）

尋7
ゆ
転
出
届

（
　
　
　
十
日
町
市
外
に
住
所
を
移
す

漂
と
き
届
け
出
て
く
だ
さ
い
・

㌦
活
※
必
要
書
類
－
－

生
凋
講
轟
臨
麓

良
（
加
入
者
の
み
）
・
墨
・

◎欝衡群含慧蕪電

印
鑑
登
録
証
（
登
録
者
の

み
）
、
転
出
先
の
住
所

転
居
届

市
内
で
住
所
を
移
し
た
と
き

も
十
四
日
以
内
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
。

崇
必
要
書
類
…
…

　
国
民
年
金
手
帳
（
加
入
者

　
の
み
）
、
国
民
健
康
保
険
証

婚
姻
届

成
人
の
証
人
二
名
の
署
名
を
受
け
て

夫
婦
で
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

届
け
た
日
か
ら
夫
婦
と
し
て
効
力
を

生
じ
ま
す
。

※
必
要
書
類
…
：

　
婚
姻
届
出
書
（
夫
婦
と
も
本
籍
地

　
が
届
出
場
所
と
同
一
市
町
村
の
場

　
合
は
一
通
、
い
ず
れ
か
一
方
が
他

　
市
町
村
の
場
合
は
二
通
、
両
者
と

　
も
他
市
町
村
に
本
籍
地
が
あ
る
場

　
合
は
三
通
）
、
戸
鰭
抄
本
（
本
籍
地

　
が
市
内
の
場
合
は
不
用
）
、
印
鑑
（
旧

　
姓
の
も
の
）
、
国
艮
値
康
保
険
証
（
加

　
入
者
の
み
）
、
国
畏
年
金
手
帳
（
加

　
入
者
の
み
）

崇
未
成
年
者
の
婚
姻
に
は
、
こ
の
他
、

　
父
母
の
同
意
が
必
要
で
す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
年
金

　
　
　
　
資
格
得
喪
届

国
民
健
康
保
険
、
国
民
年
金
な
ど
の

加
入
や
離
脱
（
社
会
保
険
の
異
動
に

よ
る
）
の
届
け
出
は
で
き
る
だ
け
早

く
し
て
く
だ
さ
い
。

崇
必
要
書
類
…
…

　
印
鑑
、
国
民
健
康
像
険
旺
（
加
入

　
者
の
み
）
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冬
期
間
、
交
通
事
情
を
考
え
て
中
止
し
て
い
た
「
市
民
と
語
る
日
」
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
五
年
度
第
一
回
は
、
四
月
一
日
午
後
三
時
か
ら
七
時

ま
で
市
役
所
小
会
議
室
で
開
か
れ
、
再
開
を
待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
十
組

四
十
人
が
訪
れ
順
調
な
出
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
半
に
は
も
う
上
新
田
部
落
代
表
四
名
が
受
付
を
済
ま
せ
、
今
年

度
第
一
号
の
相
談
と
し
て
、
道
路
の
拡
幅
、
分
館
の
修
理
な
ど
を
市
長
に
要

望
し
ま
し
た
。
そ
の
癒
か
出
さ
れ
た
問
題
点
と
し
て
は
、
地
区
の
集
会
所
建

設
に
補
助
を
（
野
中
部
落
、
水
口
部
落
、
市
内
西
部
地
区
）
と
い
う
要
望
が

目
に
つ
き
、
市
で
新
し
く
発
足
さ
せ
た
地
域
集
会
施
設
建
設
費
等
助
成
事
業

等
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
と
語
る
日
は
、
十
二
月
ま
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
と
し
は
八
月
、
九

月
、
十
｝
月
に
直
接
地
区
に
で
む
く
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
い
た
だ
き
、
市
長
と
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
語
り
合
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

市
街
地
に

　
　
　
地
域
集
会
施
設
を

　
1
西
部
地
区
集
会
所
建
般
委
員
会
ー

　
西
部
地
区
（
駅
裏
一
帯
）
は
、
新

開
地
で
あ
り
、
地
域
の
住
民
は
な
か

な
か
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
西
部
地
区
発
展
の
た
め
、
気

軽
に
集
ま
っ
て
相
談
が
で
き
る
集
会

所
を
建
設
す
る
た
め
委
員
会
を
発
足

し
ま
レ
た
。
市
の
補
助
を
・

ー
実
状
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

県
で
来
年
度
に
補
助
制
度
を
制
度
化

す
る
方
向
で
す
の
で
、
強
力
に
働
き

か
け
、
ま
た
東
部
地
区
と
の
関
連
も

合
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

道
路
拡
幅
と

　
　
い
こ
い
の
場
造
成
を

　
　
　
　
ー
上
新
田
部
落
代
表
ー

　
上
新
田
～
原
間
の
道
路
は
通
学
路

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
拡
幅
と
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
部
落
内

に
、
子
供
や
老
人
の
い
こ
い
の
場
（
遊

園
地
な
ど
）
を
造
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
こ
の
道
路
は
、
下
条
の
各
部

落
を
横
断
す
る
重
要
な
道
路
な
の
で

至
急
実
施
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
遊
園
地
に
つ
い
て
は
、

農
林
関
係
の
補
助
見
直
し
を
し
て
い

る
の
で
関
連
さ
せ
て
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
月
十
日
～
十
九
日

　
　
　
　
　
ま
で
の
間
、
市
内
各
町

る
　
　
　
　
　
内
の
嘱
託
員
さ
ん
（
二

　
　
卜
百
六
＋
五
名
）
に
お
願

　
　
　
｝
　
い
し
た
市
民
と
語
る
日
、

　
　
ケ
市
報
等
に
つ
い
て
の
ア

　
　
ン
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

　
　
　
　
　
力
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

　
　
　
　
　
で
、
紙
上
で
市
民
と
語

　
　
　
　
　
る
日
に
つ
い
て
概
要
を

　
　
も

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
回

　
　
％
収
数
は
百
九
＋
七
通
（
七

§
　
ー
ム

カ
4
響
）
で
す
．

題
が
市
民
と
語
る
日
は
昨

間
内

　
　
　
　
年
六
月
か
ら
月
一
回
開

う
町
螺
狐
辞
妙
眈

合
る
百
九
士
人
（
九
七

し
あ
む
と
、
ほ
ぼ
市
民
に

話
　
衆
知
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
市
側
の
出
席
者
は
今
の
ま
ま
で
よ

い
（
市
長
、
助
役
、
教
育
長
と
関
係

課
長
）
が
百
五
十
五
人
（
七
九
督
V

三
役
だ
け
で
よ
い
、
市
長
だ
け
で
よ

い
が
各
十
一
人
（
六
暫
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
四
月
か
ら
は
、
市
長
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
、
四
部
長
、

教
育
次
長
、
水
道
局
長
が
出
席
し
て

い
ま
す
。

電
話
連
絡
に
つ
い
て
は

　
昨
年
は
事
前
に
連
絡
な
し
で
直
接

市
役
所
北
来
て
も
ら
う
方
法
を
と
り

ま
し
た
が
、
電
話
等
に
よ
る
予
約
を

と
っ
た
ら
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
電
話
連

絡
を
と
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
六
十
七

人
（
三
四
暫
）
堅
苦
し
く
な
る
の
で

昨
年
の
ま
ま
で
よ
い
四
十
六
人
（
二

三
幹
）
ど
ち
ら
で
も
よ
い
七
十
名
（
三

六
督
）
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
し
て
こ
と
し
は
、
な

る
べ
く
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
く
よ

う
に
（
直
接
お
い
で
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
）
と
い
う
方
針
で
す
．

道
路
問
題
が
四
十
三
件

　
市
民
と
語
る
日
に
来
て
話
し
合
う

問
題
が
あ
る
と
答
え
た
人
は
八
十
一

人
（
四
一
智
）
今
は
な
い
が
出
て
く

る
と
思
う
八
十
一
人
（
四
一
習
）
で
、

合
計
八
二
賛
を
占
め
ま
し
た
。

　
そ
の
問
題
と
は
、
①
道
路
の
改
良

舗
装
四
十
三
件
　
②
消
雪
パ
イ
プ
、

流
雪
溝
、
除
雪
問
題
十
九
件
　
③
集

会
所
問
題
十
一
件
　
④
環
境
衛
生
問

題
八
件
　
⑤
学
校
教
育
問
題
五
件
と

い
う
順
番
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ

か
に
も
貴
重
な
た
く
さ
ん
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
望
、

意
見
は
、
今
後
の
市
政
の
た
め
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
立
保
育
園
児
も

　
　
市
民
プ
ー
ル
無
料
に

　
　
　
　
　
　
i
尾
身
静
枝
さ
ん
1

　
私
は
私
立
保
育
園
に
勤
め
て
い
ま

す
が
、
昨
年
幼
児
用
プ
r
ル
が
で
き
、

園
児
を
楽
し
く
保
育
で
き
る
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
が
、
市
立
は
使
用
料
が

無
料
な
の
に
私
立
は
有
料
で
す
。
ま

た
、
プ
ー
ル
に
行
く
と
き
も
、
市
立
で

は
マ
イ
ク
・
バ
ス
で
送
っ
て
く
れ
ま

す
．
父
兄
の
負
担
も
相
当
に
な
り
ま

す
の
で
、
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
　
　
幼
児
用
プ
ー
ル
の
使
用
料
は

無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
マ
イ
ク
・
バ

ス
も
、
予
定
が
あ
い
て
い
れ
ば
使
用

で
き
る
よ
う
に
と
り
あ
つ
か
い
ま
す
。

昨
年
よ
り

　
四
会
場
増
や
し
て

　
市
長
を
は
じ
め
市
職
員
が
各
地
区

を
訪
れ
て
、
そ
の
地
城
の
要
望
や
問

題
点
を
じ
か
に
語
り
合
う
「
地
区
広

聴
会
」
を
、
昨
年
に
ひ
き
続
き
五
月

～
七
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
地
区
振
興
会
単
位
に
十

三
会
場
で
行
い
ま
し
た
が
、
広
い
範

囲
に
わ
た
る
振
興
会
も
あ
り
、
要
望

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
会
場
増
や

し
て
十
七
会
場
で
実
施
す
る
予
定
で

す
。
　
（
東
下
組
会
場
、
吉
田
で
一
会

場
、
水
沢
で
二
会
場
増
え
ま
す
）

　
詳
細
の
日
程
は
、
四
月
二
十
五
日

付
市
報
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

／
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昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
付
で
市

役
所
関
係
（
組
合
等
を
含
む
）
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
異
動
は
、
機
構
改
革
を
実

施
し
、
部
制
の
導
入
、
課
・
係
の
統

廃
合
、
新
設
等
が
行
わ
れ
た
ご
と
か

ら
大
規
模
な
人
事
異
動
に
な
つ
て
い

ま
す
。
（
異
動
規
模
）
合
計
　
二
百
十
三
名

▽
部
長
級
　
七
名
　
▽
課
、
長
級
　
十

九
名
　
▽
課
長
補
佐
級
　
二
十
六
名

▽
係
長
級
　
二
十
七
名
　
▽
一
般
職

員
　
百
三
十
四
名

部
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

●
総
務
部
長
　
本
田
欣
二
郎
（
企
画

財
政
課
長
）
　
●
市
民
部
長
　
近
藤

哲
雄
（
議
会
事
務
局
長
）
　
●
経
済

部
長
　
上
村
政
基
（
建
設
課
長
）

●
建
設
部
長
　
池
田
耕
平
（
農
林
課

長
）
　
●
議
会
事
務
局
長
　
服
部
泰

（
商
工
課
長
）
　
●
教
育
委
員
会
教

育
次
長
学
校
教
育
課
．
長
　
岩
田
三
夫

（
総
務
課
長
）
　
●
同
指
導
管
理
主

事
滝
沢
雅
利
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
）

課
長
級

●
総
務
課
長
　
樋
熊
徹
（
市
民
課
．
長

選
管
事
務
局
長
）
　
●
財
政
課
長

涌
井
博
（
教
育
委
員
会
庶
務
課
長
）

●
税
務
課
長
　
小
海
良
一
（
水
道
課

長
）
　
●
市
民
生
活
課
長
　
池
田
士

郎
（
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
長
総
務

課
長
）
　
●
保
健
衛
生
課
長
　
佐
藤

一
男
（
保
健
課
長
）
　
●
水
沢
診
療

所
長
　
成
沢
慶
治
（
同
）
　
●
社
会

福
祉
事
務
所
長
　
根
津
清
治
（
同
）

●
保
育
所
指
導
主
事
十
日
町
保
育
所

長
　
池
田
清
（
同
）
　
●
農
林
課
長

生
越
誠
一
（
商
工
課
長
補
佐
商
工
観

光
係
長
）
　
●
農
林
課
参
事
　
滝
沢

良
太
（
同
）
　
●
商
工
課
長
　
徳
永

成
太
（
税
務
課
長
）
　
●
建
設
課
長

小
川
徳
久
（
総
務
課
長
補
佐
秘
書
係

長
）
　
●
建
設
課
参
事
建
築
住
宅
係

長
　
小
林
虎
男
（
同
）
　
●
下
水
道

課
長
　
岩
田
久
雄
（
建
設
課
長
補
佐
）

●
会
計
課
長
　
俵
山
基
（
同
）
　
●

水
道
局
長
　
高
橋
利
男
（
下
水
道
課

長
）
　
●
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

長
（
兼
務
）
　
田
村
達
夫
　
●
同
体

育
課
長
　
根
津
史
郎
（
同
社
会
教
育

課
長
）
　
●
同
公
民
館
長
　
田
村
達

夫
（
同
）
　
●
同
博
物
館
長
　
山
田

熊
治
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）

●
同
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
（
兼
務
）

田
村
達
夫
　
●
同
中
央
給
食
共
同
調

理
場
長
　
村
山
福
吉
（
農
業
委
員
会

事
務
局
参
■
事
次
長
）
　
・
●
同
水
沢
給

食
共
同
調
理
場
長
　
関
口
秀
夫
（
同
）

●
同
体
育
課
参
事
　
梧
沢
英
男
（
新

採
用
十
日
町
中
学
校
教
諭
）
　
●
農

業
委
員
会
事
務
局
長
（
兼
務
）
　
生

越
誠
一
　
●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
（
兼
務
）
　
池
田
士
郎
　
●
監

査
委
員
事
務
局
長
　
庭
野
光
夫
（
同
）

●
消
防
司
令
長
消
防
長
　
開
発
一
郎

（
環
境
課
長
）
　
●
広
域
組
合
総
務

部
長
消
防
司
令
本
部
次
長
兼
総
務
課

長
　
牧
野
健
（
同
消
防
司
令
長
同
）

●
消
防
司
令
通
信
救
急
課
長
　
藤
田

徳
治
（
消
防
司
令
長
消
防
署
長
）

●
消
防
司
令
警
防
課
長
消
防
署
長

小
川
徳
七
（
同
同
次
席
事
務
取
扱
）

●
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
長
総
務
課

長
　
金
沢
重
夫
（
開
発
課
長
）

退
職
者

●
岡
田
節
三
（
国
土
調
査
室
長
）

●
阿
部
民
男
（
苗
場
山
ろ
く
開
発
室

藤〉昭和5難羅瓢

　市議会第1回定例会は、3月4日かf）19日まで16日間開催されま

した。

　この議会では、昭和55年度一般会計・特別会計・水道事業会計予

算、昭和54年度一般会計・特別会計補正予算等52議案（請願3件、

陳情4件を含む）が審議され、助役に池田作三氏を再任、特別職の

給与に関する条例、敬老祝金支給条例の改正案等が議決されました

　また、市政についての一般質問は11名の議員が行いました。

　今議会で審議された主なものはつぎのとおりです。

■助役の選任

　3月31日任期満了に伴い、池田作三氏を再任．

■特別職等の給与等に関する条例改正

　特別職の職員、議会の議員及び非常勤の職員の

給与、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を　　　　　鰍

改正。　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑．　　　劉

・六箇出張所を廃止　　　　　　←ぎ

．艦嬬雛所六箇出張轍止。　1♪
　4月1日より土市地内に市立水沢保育所を新設．

■敬老祝金支給条例を改正　　　　　　　　池田助役

　受給資格70歳以上を、80歳以上としました。

■昭和54年度一般会計補正予算

　3億9903万7千円減額し、歳入歳出予算の総額はそれぞれ79億3980

万3千円となりました。

■昭和55年度一般会計等予算を議決（詳細は市報3月10日号のとお
1））

■一般質問の主な内容

　小林正俊議員（教育行政について、農林行政について、総合計画

　について）

　遠田金市議員（市長の政治姿勢について、農林行政について）

　水野寛男議員（産業振興について）

　小杉清一議員（水道行政について、福祉行政について）

　上村仁平議員（消防行政について）

　滝沢重治議員（財政問題について、農業問題について、雪害対策

　　について）

　小林辰雄議員（消防行政について、雪害対策について、商業行政

　　について）

　佐藤利雄議員（冬期対策に一）いて、福祉対策について）

　佐藤勝己議員（豪雪対策と過疎対策について、青少年非行化防止

　　について）

　橋本貞一議員（昭和55年度予算について、福祉行政について、教

　育行政について、道路行政について、機構改革に・）いて）

　佐藤一男議員（昭和55年度予算について、高齢化社会について、

　　自治体の財政について）

長
）
　
●
上
村
国
雄
（
社
会
福
祉
事

務
所
参
事
次
長
社
会
係
長
）
　
●
斉

木
奥
太
郎
（
水
道
課
副
参
事
浄
配
水

係
．
長
）
　
●
井
川
博
子
（
保
健
課
保

蓋
嚢
⑪

　
年
金
は
相
互
扶
助
の
心
で

　
市
内
に
住
む
A
子
さ
ん
は
主
人
が

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
の
で
国

民
年
金
は
「
任
意
加
入
の
グ
ル
ー
。
Z
。

主
人
の
サ
ラ
リ
ー
で
家
計
を
あ
ず
か

る
身
と
し
て
家
の
ロ
ー
ン
も
あ
る
し
、

自
分
の
年
金
な
ど
ム
ダ
な
出
費
と
考

え
て
い
た
。
市
民
生
活
課
の
年
金
係

の
窓
口
を
訪
ね
た
と
き
も
、
　
「
だ
っ

て
そ
う
で
し
ょ
、
四
月
か
ら
保
険
料

は
一
ヵ
月
三
千
七
百
七
十
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
し
、
毎
年
上
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
、
そ
の
う
ち
納
め
切
れ
な

く
な
る
ワ
」

　
た
し
か
に
、
A
子
さ
ん
が
い
う
よ

う
に
、
保
険
料
は
、
年
々
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
．
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
年
金
制
度
そ
の
も
の
が

社
会
全
体
で
お
と
し
よ
り
の
め
ん
ど

う
を
み
る
相
互
扶
助
の
性
格
を
も
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
A
子
さ
ん
だ
っ

て
自
分
が
年
金
を
も
ら
う
こ
ろ
に
は

健
衛
生
係
主
査
）
　
●
柳
ソ
イ
（
同
）

●
開
発
ヤ
イ
（
同
）
　
●
丸
山
小
兵

蔵
（
吉
田
中
学
校
）
　
●
上
村
安
輝

（
消
防
司
令
長
消
防
長
）

～
老
後
に
ゆ
と
り
を
～

と6』厚夢3③

8
本回
籍

20嗣

繭
、

息
子
や
娘
の
世
代
の
保
険
料
で
年
金

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
分

が
老
後
に
な
っ
て
め
ん
ど
う
を
み
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
現
在
お
と
し
．
よ

り
の
め
ん
ど
う
を
み
て
お
く
こ
と
が

必
要
だ
。

　
市
内
春
日
町
に
住
む
H
君
は
、
あ

る
会
社
に
就
職
し
た
が
ま
だ
正
社
員

に
な
れ
な
い
。
従
っ
て
、
厚
生
年
金

に
は
い
れ
な
い
か
ら
国
民
年
金
に
当

然
は
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
制

加
人
の
グ
ル
ー
プ
だ

　
「
え
っ
？
国
民
年
金
、
だ
っ
て
そ

の
う
ち
正
社
員
に
な
ゐ
ん
で
す
よ
、

そ
う
な
れ
ば
厚
生
年
金
に
入
れ
る
か

ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」

　
意
外
と
B
君
の
よ
う
な
考
え
を
も

つ
人
が
多
い
の
は
困
り
も
の
だ
。

　
だ
っ
て
、
B
君
は
、
当
然
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
制
加
入
者
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
万
一
、
B
君
が

ケ
ガ
で
も
し
た
と
き
何
の
保
障
も
な

い
し
、
B
君
が
世
帯
持
ち
で
妻
子
を

残
し
て
死
亡
し
た
と
し
た
ら
母
子
年

金
の
世
話
に
も
な
れ
な
い
。

　
ま
し
て
、
以
前
に
ふ
れ
た
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

年
金
制
度
を
ジ
ュ
ズ
つ
な
ぎ
に
し
て

い
く
通
算
老
齢
年
金
を
も
ら
う
と
き

に
大
変
不
利
に
な
る
。
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冬
期
間
、
交
通
事
情
を
考
え
て
中
止
し
て
い
た
「
市
民
と
語
る
日
」
が
再

開
さ
れ
ま
し
た
。
五
十
五
年
度
第
一
回
は
、
四
月
一
日
午
後
三
時
か
ら
七
時

ま
で
市
役
所
小
会
議
室
で
開
か
れ
、
再
開
を
待
ち
か
ね
て
い
た
よ
う
に
十
組

四
十
人
が
訪
れ
順
調
な
出
足
と
な
り
ま
し
た
。

　
午
後
二
時
半
に
は
も
う
上
新
田
部
落
代
表
四
名
が
受
付
を
済
ま
せ
、
今
年

度
第
一
号
の
相
談
と
し
て
、
道
路
の
拡
幅
、
分
館
の
修
理
な
ど
を
市
長
に
要

望
し
ま
し
た
。
そ
の
癒
か
出
さ
れ
た
問
題
点
と
し
て
は
、
地
区
の
集
会
所
建

設
に
補
助
を
（
野
中
部
落
、
水
口
部
落
、
市
内
西
部
地
区
）
と
い
う
要
望
が

目
に
つ
き
、
市
で
新
し
く
発
足
さ
せ
た
地
域
集
会
施
設
建
設
費
等
助
成
事
業

等
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
検
討
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
市
民
と
語
る
日
は
、
十
二
月
ま
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
こ
と
し
は
八
月
、
九

月
、
十
｝
月
に
直
接
地
区
に
で
む
く
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お

い
で
い
た
だ
き
、
市
長
と
膝
を
つ
き
合
わ
せ
て
語
り
合
っ
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
。

市
街
地
に

　
　
　
地
域
集
会
施
設
を

　
1
西
部
地
区
集
会
所
建
般
委
員
会
ー

　
西
部
地
区
（
駅
裏
一
帯
）
は
、
新

開
地
で
あ
り
、
地
域
の
住
民
は
な
か

な
か
ま
と
ま
ら
な
い
の
で
す
。
私
た

ち
は
、
西
部
地
区
発
展
の
た
め
、
気

軽
に
集
ま
っ
て
相
談
が
で
き
る
集
会

所
を
建
設
す
る
た
め
委
員
会
を
発
足

し
ま
レ
た
。
市
の
補
助
を
・

ー
実
状
は
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

県
で
来
年
度
に
補
助
制
度
を
制
度
化

す
る
方
向
で
す
の
で
、
強
力
に
働
き

か
け
、
ま
た
東
部
地
区
と
の
関
連
も

合
わ
せ
て
検
討
し
ま
す
。

道
路
拡
幅
と

　
　
い
こ
い
の
場
造
成
を

　
　
　
　
ー
上
新
田
部
落
代
表
ー

　
上
新
田
～
原
間
の
道
路
は
通
学
路

に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
拡
幅
と
除

雪
を
お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
部
落
内

に
、
子
供
や
老
人
の
い
こ
い
の
場
（
遊

園
地
な
ど
）
を
造
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
こ
の
道
路
は
、
下
条
の
各
部

落
を
横
断
す
る
重
要
な
道
路
な
の
で

至
急
実
施
し
な
け
れ
ば
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
遊
園
地
に
つ
い
て
は
、

農
林
関
係
の
補
助
見
直
し
を
し
て
い

る
の
で
関
連
さ
せ
て
考
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
三
月
十
日
～
十
九
日

　
　
　
　
　
ま
で
の
間
、
市
内
各
町

る
　
　
　
　
　
内
の
嘱
託
員
さ
ん
（
二

　
　
卜
百
六
＋
五
名
）
に
お
願

　
　
　
｝
　
い
し
た
市
民
と
語
る
日
、

　
　
ケ
市
報
等
に
つ
い
て
の
ア

　
　
ン
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

　
　
　
　
　
力
ま
と
ま
り
ま
し
た
の

　
　
　
　
　
で
、
紙
上
で
市
民
と
語

　
　
　
　
　
る
日
に
つ
い
て
概
要
を

　
　
も

　
　
　
　
　
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
回

　
　
％
収
数
は
百
九
＋
七
通
（
七

§
　
ー
ム

カ
4
響
）
で
す
．

題
が
市
民
と
語
る
日
は
昨

間
内

　
　
　
　
年
六
月
か
ら
月
一
回
開

う
町
螺
狐
辞
妙
眈

合
る
百
九
士
人
（
九
七

し
あ
む
と
、
ほ
ぼ
市
民
に

話
　
衆
知
さ
れ
て
い
る
こ
と

　
　
　
　
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
市
側
の
出
席
者
は
今
の
ま
ま
で
よ

い
（
市
長
、
助
役
、
教
育
長
と
関
係

課
長
）
が
百
五
十
五
人
（
七
九
督
V

三
役
だ
け
で
よ
い
、
市
長
だ
け
で
よ

い
が
各
十
一
人
（
六
暫
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
四
月
か
ら
は
、
市
長
、

助
役
、
収
入
役
、
教
育
長
、
四
部
長
、

教
育
次
長
、
水
道
局
長
が
出
席
し
て

い
ま
す
。

電
話
連
絡
に
つ
い
て
は

　
昨
年
は
事
前
に
連
絡
な
し
で
直
接

市
役
所
北
来
て
も
ら
う
方
法
を
と
り

ま
し
た
が
、
電
話
等
に
よ
る
予
約
を

と
っ
た
ら
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
電
話
連

絡
を
と
っ
て
も
か
ま
わ
な
い
六
十
七

人
（
三
四
暫
）
堅
苦
し
く
な
る
の
で

昨
年
の
ま
ま
で
よ
い
四
十
六
人
（
二

三
幹
）
ど
ち
ら
で
も
よ
い
七
十
名
（
三

六
督
）
と
い
う
結
果
が
で
ま
し
た
。

こ
れ
を
参
考
に
し
て
こ
と
し
は
、
な

る
べ
く
事
前
に
連
絡
を
い
た
だ
く
よ

う
に
（
直
接
お
い
で
い
た
だ
い
て
も

結
構
で
す
）
と
い
う
方
針
で
す
．

道
路
問
題
が
四
十
三
件

　
市
民
と
語
る
日
に
来
て
話
し
合
う

問
題
が
あ
る
と
答
え
た
人
は
八
十
一

人
（
四
一
智
）
今
は
な
い
が
出
て
く

る
と
思
う
八
十
一
人
（
四
一
習
）
で
、

合
計
八
二
賛
を
占
め
ま
し
た
。

　
そ
の
問
題
と
は
、
①
道
路
の
改
良

舗
装
四
十
三
件
　
②
消
雪
パ
イ
プ
、

流
雪
溝
、
除
雪
問
題
十
九
件
　
③
集

会
所
問
題
十
一
件
　
④
環
境
衛
生
問

題
八
件
　
⑤
学
校
教
育
問
題
五
件
と

い
う
順
番
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
ほ

か
に
も
貴
重
な
た
く
さ
ん
の
意
見
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
要
望
、

意
見
は
、
今
後
の
市
政
の
た
め
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

私
立
保
育
園
児
も

　
　
市
民
プ
ー
ル
無
料
に

　
　
　
　
　
　
i
尾
身
静
枝
さ
ん
1

　
私
は
私
立
保
育
園
に
勤
め
て
い
ま

す
が
、
昨
年
幼
児
用
プ
r
ル
が
で
き
、

園
児
を
楽
し
く
保
育
で
き
る
と
喜
ん

で
い
ま
し
た
が
、
市
立
は
使
用
料
が

無
料
な
の
に
私
立
は
有
料
で
す
。
ま

た
、
プ
ー
ル
に
行
く
と
き
も
、
市
立
で

は
マ
イ
ク
・
バ
ス
で
送
っ
て
く
れ
ま

す
．
父
兄
の
負
担
も
相
当
に
な
り
ま

す
の
で
、
改
善
を
お
願
い
し
ま
す
．

　
　
　
幼
児
用
プ
ー
ル
の
使
用
料
は

無
料
に
し
ま
す
。
ま
た
マ
イ
ク
・
バ

ス
も
、
予
定
が
あ
い
て
い
れ
ば
使
用

で
き
る
よ
う
に
と
り
あ
つ
か
い
ま
す
。

昨
年
よ
り

　
四
会
場
増
や
し
て

　
市
長
を
は
じ
め
市
職
員
が
各
地
区

を
訪
れ
て
、
そ
の
地
城
の
要
望
や
問

題
点
を
じ
か
に
語
り
合
う
「
地
区
広

聴
会
」
を
、
昨
年
に
ひ
き
続
き
五
月

～
七
月
に
か
け
て
実
施
し
ま
す
。

　
昨
年
は
、
地
区
振
興
会
単
位
に
十

三
会
場
で
行
い
ま
し
た
が
、
広
い
範

囲
に
わ
た
る
振
興
会
も
あ
り
、
要
望

も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
四
会
場
増
や

し
て
十
七
会
場
で
実
施
す
る
予
定
で

す
。
　
（
東
下
組
会
場
、
吉
田
で
一
会

場
、
水
沢
で
二
会
場
増
え
ま
す
）

　
詳
細
の
日
程
は
、
四
月
二
十
五
日

付
市
報
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

／
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昭
和
五
十
五
年
四
月
一
日
付
で
市

役
所
関
係
（
組
合
等
を
含
む
）
の
人

事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
．

　
今
回
の
異
動
は
、
機
構
改
革
を
実

施
し
、
部
制
の
導
入
、
課
・
係
の
統

廃
合
、
新
設
等
が
行
わ
れ
た
ご
と
か

ら
大
規
模
な
人
事
異
動
に
な
つ
て
い

ま
す
。
（
異
動
規
模
）
合
計
　
二
百
十
三
名

▽
部
長
級
　
七
名
　
▽
課
、
長
級
　
十

九
名
　
▽
課
長
補
佐
級
　
二
十
六
名

▽
係
長
級
　
二
十
七
名
　
▽
一
般
職

員
　
百
三
十
四
名

部
長
級
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

●
総
務
部
長
　
本
田
欣
二
郎
（
企
画

財
政
課
長
）
　
●
市
民
部
長
　
近
藤

哲
雄
（
議
会
事
務
局
長
）
　
●
経
済

部
長
　
上
村
政
基
（
建
設
課
長
）

●
建
設
部
長
　
池
田
耕
平
（
農
林
課

長
）
　
●
議
会
事
務
局
長
　
服
部
泰

（
商
工
課
長
）
　
●
教
育
委
員
会
教

育
次
長
学
校
教
育
課
．
長
　
岩
田
三
夫

（
総
務
課
長
）
　
●
同
指
導
管
理
主

事
滝
沢
雅
利
（
教
育
委
員
会
学
校

教
育
課
長
）

課
長
級

●
総
務
課
長
　
樋
熊
徹
（
市
民
課
．
長

選
管
事
務
局
長
）
　
●
財
政
課
長

涌
井
博
（
教
育
委
員
会
庶
務
課
長
）

●
税
務
課
長
　
小
海
良
一
（
水
道
課

長
）
　
●
市
民
生
活
課
長
　
池
田
士

郎
（
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
長
総
務

課
長
）
　
●
保
健
衛
生
課
長
　
佐
藤

一
男
（
保
健
課
長
）
　
●
水
沢
診
療

所
長
　
成
沢
慶
治
（
同
）
　
●
社
会

福
祉
事
務
所
長
　
根
津
清
治
（
同
）

●
保
育
所
指
導
主
事
十
日
町
保
育
所

長
　
池
田
清
（
同
）
　
●
農
林
課
長

生
越
誠
一
（
商
工
課
長
補
佐
商
工
観

光
係
長
）
　
●
農
林
課
参
事
　
滝
沢

良
太
（
同
）
　
●
商
工
課
長
　
徳
永

成
太
（
税
務
課
長
）
　
●
建
設
課
長

小
川
徳
久
（
総
務
課
長
補
佐
秘
書
係

長
）
　
●
建
設
課
参
事
建
築
住
宅
係

長
　
小
林
虎
男
（
同
）
　
●
下
水
道

課
長
　
岩
田
久
雄
（
建
設
課
長
補
佐
）

●
会
計
課
長
　
俵
山
基
（
同
）
　
●

水
道
局
長
　
高
橋
利
男
（
下
水
道
課

長
）
　
●
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

長
（
兼
務
）
　
田
村
達
夫
　
●
同
体

育
課
長
　
根
津
史
郎
（
同
社
会
教
育

課
長
）
　
●
同
公
民
館
長
　
田
村
達

夫
（
同
）
　
●
同
博
物
館
長
　
山
田

熊
治
（
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
）

●
同
青
少
年
ホ
ー
ム
館
長
（
兼
務
）

田
村
達
夫
　
●
同
中
央
給
食
共
同
調

理
場
長
　
村
山
福
吉
（
農
業
委
員
会

事
務
局
参
■
事
次
長
）
　
・
●
同
水
沢
給

食
共
同
調
理
場
長
　
関
口
秀
夫
（
同
）

●
同
体
育
課
参
事
　
梧
沢
英
男
（
新

採
用
十
日
町
中
学
校
教
諭
）
　
●
農

業
委
員
会
事
務
局
長
（
兼
務
）
　
生

越
誠
一
　
●
選
挙
管
理
委
員
会
事
務

局
長
（
兼
務
）
　
池
田
士
郎
　
●
監

査
委
員
事
務
局
長
　
庭
野
光
夫
（
同
）

●
消
防
司
令
長
消
防
長
　
開
発
一
郎

（
環
境
課
長
）
　
●
広
域
組
合
総
務

部
長
消
防
司
令
本
部
次
長
兼
総
務
課

長
　
牧
野
健
（
同
消
防
司
令
長
同
）

●
消
防
司
令
通
信
救
急
課
長
　
藤
田

徳
治
（
消
防
司
令
長
消
防
署
長
）

●
消
防
司
令
警
防
課
長
消
防
署
長

小
川
徳
七
（
同
同
次
席
事
務
取
扱
）

●
衛
生
施
設
組
合
事
務
局
長
総
務
課

長
　
金
沢
重
夫
（
開
発
課
長
）

退
職
者

●
岡
田
節
三
（
国
土
調
査
室
長
）

●
阿
部
民
男
（
苗
場
山
ろ
く
開
発
室
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　市議会第1回定例会は、3月4日かf）19日まで16日間開催されま

した。

　この議会では、昭和55年度一般会計・特別会計・水道事業会計予

算、昭和54年度一般会計・特別会計補正予算等52議案（請願3件、

陳情4件を含む）が審議され、助役に池田作三氏を再任、特別職の

給与に関する条例、敬老祝金支給条例の改正案等が議決されました

　また、市政についての一般質問は11名の議員が行いました。

　今議会で審議された主なものはつぎのとおりです。

■助役の選任

　3月31日任期満了に伴い、池田作三氏を再任．

■特別職等の給与等に関する条例改正

　特別職の職員、議会の議員及び非常勤の職員の

給与、報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を　　　　　鰍

改正。　　　　　　　　　　　　　　　　　　鑑．　　　劉

・六箇出張所を廃止　　　　　　←ぎ

．艦嬬雛所六箇出張轍止。　1♪
　4月1日より土市地内に市立水沢保育所を新設．

■敬老祝金支給条例を改正　　　　　　　　池田助役

　受給資格70歳以上を、80歳以上としました。

■昭和54年度一般会計補正予算

　3億9903万7千円減額し、歳入歳出予算の総額はそれぞれ79億3980

万3千円となりました。

■昭和55年度一般会計等予算を議決（詳細は市報3月10日号のとお
1））

■一般質問の主な内容

　小林正俊議員（教育行政について、農林行政について、総合計画

　について）

　遠田金市議員（市長の政治姿勢について、農林行政について）

　水野寛男議員（産業振興について）

　小杉清一議員（水道行政について、福祉行政について）

　上村仁平議員（消防行政について）

　滝沢重治議員（財政問題について、農業問題について、雪害対策

　　について）

　小林辰雄議員（消防行政について、雪害対策について、商業行政

　　について）

　佐藤利雄議員（冬期対策に一）いて、福祉対策について）

　佐藤勝己議員（豪雪対策と過疎対策について、青少年非行化防止

　　について）

　橋本貞一議員（昭和55年度予算について、福祉行政について、教

　育行政について、道路行政について、機構改革に・）いて）

　佐藤一男議員（昭和55年度予算について、高齢化社会について、

　　自治体の財政について）

長
）
　
●
上
村
国
雄
（
社
会
福
祉
事

務
所
参
事
次
長
社
会
係
長
）
　
●
斉

木
奥
太
郎
（
水
道
課
副
参
事
浄
配
水

係
．
長
）
　
●
井
川
博
子
（
保
健
課
保

蓋
嚢
⑪

　
年
金
は
相
互
扶
助
の
心
で

　
市
内
に
住
む
A
子
さ
ん
は
主
人
が

厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
の
で
国

民
年
金
は
「
任
意
加
入
の
グ
ル
ー
。
Z
。

主
人
の
サ
ラ
リ
ー
で
家
計
を
あ
ず
か

る
身
と
し
て
家
の
ロ
ー
ン
も
あ
る
し
、

自
分
の
年
金
な
ど
ム
ダ
な
出
費
と
考

え
て
い
た
。
市
民
生
活
課
の
年
金
係

の
窓
口
を
訪
ね
た
と
き
も
、
　
「
だ
っ

て
そ
う
で
し
ょ
、
四
月
か
ら
保
険
料

は
一
ヵ
月
三
千
七
百
七
十
円
に
引
き

上
げ
ら
れ
た
し
、
毎
年
上
っ
て
い
る

ん
で
し
ょ
、
そ
の
う
ち
納
め
切
れ
な

く
な
る
ワ
」

　
た
し
か
に
、
A
子
さ
ん
が
い
う
よ

う
に
、
保
険
料
は
、
年
々
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
．
よ
く
考
え

て
み
る
と
、
年
金
制
度
そ
の
も
の
が

社
会
全
体
で
お
と
し
よ
り
の
め
ん
ど

う
を
み
る
相
互
扶
助
の
性
格
を
も
っ

て
い
る
。
だ
か
ら
、
A
子
さ
ん
だ
っ

て
自
分
が
年
金
を
も
ら
う
こ
ろ
に
は

健
衛
生
係
主
査
）
　
●
柳
ソ
イ
（
同
）

●
開
発
ヤ
イ
（
同
）
　
●
丸
山
小
兵

蔵
（
吉
田
中
学
校
）
　
●
上
村
安
輝

（
消
防
司
令
長
消
防
長
）

～
老
後
に
ゆ
と
り
を
～

と6』厚夢3③

8
本回
籍

20嗣

繭
、

息
子
や
娘
の
世
代
の
保
険
料
で
年
金

が
支
払
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
自
分

が
老
後
に
な
っ
て
め
ん
ど
う
を
み
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
現
在
お
と
し
．
よ

り
の
め
ん
ど
う
を
み
て
お
く
こ
と
が

必
要
だ
。

　
市
内
春
日
町
に
住
む
H
君
は
、
あ

る
会
社
に
就
職
し
た
が
ま
だ
正
社
員

に
な
れ
な
い
。
従
っ
て
、
厚
生
年
金

に
は
い
れ
な
い
か
ら
国
民
年
金
に
当

然
は
い
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
制

加
人
の
グ
ル
ー
プ
だ

　
「
え
っ
？
国
民
年
金
、
だ
っ
て
そ

の
う
ち
正
社
員
に
な
ゐ
ん
で
す
よ
、

そ
う
な
れ
ば
厚
生
年
金
に
入
れ
る
か

ら
い
い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。
」

　
意
外
と
B
君
の
よ
う
な
考
え
を
も

つ
人
が
多
い
の
は
困
り
も
の
だ
。

　
だ
っ
て
、
B
君
は
、
当
然
加
入
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
強
制
加
入
者
で

あ
る
こ
と
。
ま
た
、
万
一
、
B
君
が

ケ
ガ
で
も
し
た
と
き
何
の
保
障
も
な

い
し
、
B
君
が
世
帯
持
ち
で
妻
子
を

残
し
て
死
亡
し
た
と
し
た
ら
母
子
年

金
の
世
話
に
も
な
れ
な
い
。

　
ま
し
て
、
以
前
に
ふ
れ
た
国
民
年

金
と
厚
生
年
金
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な

年
金
制
度
を
ジ
ュ
ズ
つ
な
ぎ
に
し
て

い
く
通
算
老
齢
年
金
を
も
ら
う
と
き

に
大
変
不
利
に
な
る
。
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◎調査期間

　昭和54年10月3日～16日

◎調査対象者

　市内全農家4，538戸

◎調査方法

　農事連絡員を通じ配布回収

◎回収率

　3．597　　　　＝79．3％
　4．538

帝農彙の直口1『る同愚

農家意向調査から

　
市
で
は
、
五
十
四
年
度
か
ら
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
に
．
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
市
の
農
業
が
直
面
し
て
い
る
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
解
決
へ
の
方
法
を
総
合
的
に
検
討
し
、
農
村
の
環
境
整
備
や
農
用
地

の
確
保
拡
大
と
高
度
利
用
を
図
り
農
業
の
振
興
を
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
農
家
や
地
域
の
か
か
え
て
い
る
問
題
の
実
態
を
知

る
た
め
、
市
内
の
全
農
家
を
対
象
に
「
農
家
の
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
．

第3種郵便物認可）昭和55年4月10日

農
家
の

　
　
経
営
形
態
は

　
経
営
面
積
は
、
水
田
で
、
五
十
a

未
満
が
四
十
六
・
五
％
。
五
十
a
～

一
㎞
未
満
が
三
十
一
・
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
全
体
的
に
平
場
地
域
よ

り
山
間
地
域
の
面
積
が
多
く
、
こ
の

こ
と
は
、
農
業
の
依
存
度
が
山
問
地

の
ほ
う
が
強
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
十
日
町
地
区
の
平
場
の
水
田
面

積
は
、
五
十
a
未
満
が
約
六
十
％
を

占
め
て
お
り
、
都
市
化
の
影
響
で
、

経
営
面
積
が
年
々
す
く
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
畑
地
で
は
、
十
日
町
地
区
の
八
十

％
以
上
が
十
a
未
満
の
零
細
経
営
1
、
・

あ
る
反
面
、
水
沢
の
山
間
地
区
で
は

一
㎞
以
上
の
農
家
が
十
一
％
も
あ
る

の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
経
営
形
態
は
、
全
市
で
「
稲
作
プ

ラ
ス
農
外
収
入
」
が
約
四
十
％
と
最

も
多
く
、
稲
作
の
み
が
約
三
十
％
、

撫凝視置そラ・儲

50α禾璃

　46，5％

幽
＼卯・急1鰺着

経営面積（水田）

像
鮪
図
幻
へ
　

虐3

野覧

綻

　
　
　
聡

　
寂
　
勤

　
　
　
　
威
危
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顛碗

爾熔2．2働

稲作＋1脱収入

　389傷

2入

　50．占労

5虞へ躍
　　322％

齢年

「
稲
作
プ
ラ
ス
畑
作
プ
ラ
ス
農
外
収

人
」
約
十
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
農
業
収
入
だ
け
で
は

生
活
す
る
の
が
大
変
で
、
農
外
収
入

を
求
め
て
兼
業
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
経
営
者
の
年
齢
と
労
働
力
で
は
、

三
十
一
歳
～
五
十
歳
の
働
き
盛
り
の

層
が
四
十
二
％
を
占
め
農
業
の
担
い

手
は
良
い
傾
向
に
あ
る
と
言
え
ま
す

が
、
反
面
、
若
年
層
の
就
農
が
少
な
く
、

老
齢
化
も
見
の
が
せ
な
い
現
象
で
す
．

労
働
力
は
、
二
人
以
内
の
農
家
が
八

十
％
以
上
を
占
め
、
農
家
の
労
働
力

が
他
産
業
に
流
失
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
の
将
来
を

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
考
え
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
聞
か
れ
ま
す
。

　　　　ゼの砲
　　　　　53瓢

　　　＋規修

　　　9696

粕＋畑礁外

　14，496

　　　　　稲作の”

　　　　　296％

経営形態

撫
／人

33，1％

力働労

ガ

矯
　
呑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

慧
尿
酬
　
郷
　
労

　
　
　
吊
　
　
　
　
　
秤
　
　
　
一
ど

脇
．
隙
▽
僻

　
　
　
　
　
　
　
小
饗

　
農
業
経
営
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
を
聞
い
て
み
る
と
、
　
「
現

状
の
ま
ま
続
け
て
行
き
た
い
」
が
六

十
五
％
、
　
「
見
通
し
が
た
た
な
い
」

が
十
七
％
、
　
「
規
模
拡
大
を
し
た
ど

が
約
十
二
％
で
す
。
特
に
山
間
地
域

は
規
模
拡
大
の
意
向
が
強
く
、
市
平

均
の
十
一
・
七
％
に
く
ら
べ
水
沢
二

十
二
・
四
％
、
川
治
十
七
・
四
％
、

中
条
は
十
六
・
七
％
と
高
い
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
規
模
拡
大
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
人
達
の
約
半
数
は
稲
作
の
み
の
拡

．
大
を
考
え
て
い
る
反
面
、
稲
作
プ
ラ

　
ス
畑
作
、
稲
作
プ
ラ
ス
畜
産
な
ど
の

複
合
経
営
を
望
む
傾
向
も
強
く
’
．
・
て

お
り
、
比
較
的
耕
地
の
少
な
い
地
区

　
で
は
経
営
面
積
が
少
な
く
と
も
高
収

入
を
得
ら
れ
る
畜
産
経
営
を
望
む
声

　
規
模
拡
大
に
あ
た
り
、
今
一
番
望

ま
れ
て
い
る
の
は
農
地
の
取
得
（
六

十
三
％
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な

う
融
資
制
度
の
充
実
（
十
五
％
）
で

す
。　
現
状
の
ま
ま
で
農
業
を
続
け
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
達
は
、
「
農

業
収
入
だ
け
で
は
ガ
変
だ
か
ら
」
と

い
う
意
見
が
半
分
以
上
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
は
、
農
業
収
入
だ
け
で
は

生
活
す
る
の
が
大
変
だ
か
ら
兼
業
を

し
て
お
り
、
農
業
収
入
が
増
大
す
れ

ば
、
兼
業
か
ら
専
業
農
家
へ
移
行
し

た
い
と
い
う
意
向
と
う
け
と
れ
ま
す
。

　
全
農
家
の
五
％
（
百
八
十
戸
）
の

人
達
が
、
　
「
経
営
規
模
を
縮
少
し
た

い
」
と
「
農
業
を
や
め
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、

「
後
継
者
が
い
な
ど
　
「
手
間
が
か

か
り
す
ぎ
割
に
合
わ
な
い
」
の
二
つ

で
四
十
六
％
を
占
め
ま
し
た
。
遅
れ

て
い
る
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
、

後
継
者
対
策
が
ク
・
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
ま
す
。

農
地
の
流
動
化
に
つ
い
て
は

韓　鱒暑6回〃慰

託唄㎡秀スマい捨い

　　　　タ8ヲ96

農地の売買

　
農
地
の
売
買
に
対
す
る
考
え
方
は

当
面
売
買
を
考
え
て
い
な
い
人
が
六

十
％
、
農
地
を
買
い
た
い
人
が
二
十

％
、
売
っ
て
も
良
い
人
が
五
％
弱
で

し
た
。
こ
れ
は
、
農
地
を
資
産
と
し

て
保
有
す
る
傾
向
が
強
く
表
わ
れ
て

お
り
、
買
い
た
い
人
と
売
っ
て
も
良

い
人
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い

た
め
、
農
地
の
流
動
化
を
し
に
く
く

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
農
業
で
生

活
し
、
生
産
性
の
高
い
経
営
を
す
る

た
め
に
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
望
む

声
も
で
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
農
家
が
、

遊
休
農
地
や
荒
廃
農
地
を
耕
作
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
農
地
の
有
効
利
用

が
は
か
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
農
地
の
貸
借
関
係
で
は
、
農
地
を

貸
す
希
望
が
あ
る
人
が
七
％
、
貸
す

つ
も
り
の
な
い
人
が
六
十
二
％
で
す
。

逆
に
、
農
地
を
借
り
た
い
人
が
十
二

％
、
借
り
る
つ
も
り
が
な
い
人
が
四

十
六
％
で
し
た
。
農
地
の
流
動
化
傾

向
は
、
売
買
は
停
滞
ぎ
み
で
あ
り
，

賃
貸
借
も
農
地
法
の
関
係
か
ら
期
待

ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。

水
田
の
ほ

弘o

引、2％

耕作不便な水田が

場
整
備
は
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レπい

300％

礁回路
　　1わ．3％

　
％
　
ケ
恥
ぬ

翻回洛
　　　21．9％

ちゲヒも電貞琢

　　2？．2％

歪く疹・ロ

2与9％

　
市
内
の
水
田
の
ほ
場
整
備
率
は
約

三
十
％
で
、
二
十
市
や
近
隣
の
市
町

村
に
く
ら
べ
て
も
大
変
遅
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
水
田
の
ほ

場
整
備
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、

　
耕
作
を
し
て
ゆ
く
の
に
不
便
な
水
田

を
半
分
以
上
の
人
が
所
有
し
て
い
ま
す
。

特
に
山
間
地
域
で
は
六
十
二
％
の
人
が

不
便
な
水
田
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

ぜ
ひ
実
施
し
た
い
人
が
三
十
％
、
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
人
が
二
十
二
％
、

し
た
く
な
い
人
が
二
十
六
％
で
し
た
。

ほ場整備を

ぜ
ひ
ほ
場
整
備
を
実
施
し
た
い
と
い

う
要
望
は
、
山
間
地
域
に
特
に
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ほ
場
整
備
を
し
た
く
な
い
人
た
ち

の
理
由
は
、
す
で
に
整
備
を
終
っ
て

い
る
人
が
四
十
二
％
、
経
営
規
模
が

小
さ
い
た
め
と
、
現
状
で
不
便
を
感

じ
な
い
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
％
、

あ
と
、
資
金
面
で
踏
ん
切
り
が
つ
か

な
い
人
が
十
二
％
あ
り
ま
し
た
。

　
ほ
場
整
備
事
業
は
、
農
業
の
生
産

基
盤
の
耕
地
の
区
画
形
質
の
改
善
、

用
排
水
路
、
道
路
の
整
備
、
耕
地
の

集
団
化
な
ど
を
総
合
的
に
実
施
し
、

機
械
化
に
よ
る
作
業
の
高
能
率
化
を

推
進
す
る
も
の
で
す
．
ま
た
、
ほ
場

整
備
を
す
る
と
、
た
だ
農
業
生
産
の

基
盤
を
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
関

連
事
業
と
し
イ
＼
幹
線
道
路
や
農
村

公
園
、
生
活
用
水
施
設
、
農
業
生
産

施
設
、
集
会
施
設
な
ど
の
整
備
も
で

き
、
村
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
事
業

も
可
能
で
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
新
し
い
地
域
つ
く
り
の
た
め

に
も
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ほ
場
整
備
を
す
る
と
し
た
ら
そ
の

区
画
面
積
は
、
十
a
を
望
む
人
が
三

十
％
、
二
十
a
が
二
十
四
％
、
三
十

a
以
上
が
十
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
と
規
模

が
小
さ
い
た
め
小
区
画
を
望
む
声
が

強
く
で
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ

て
は
十
a
の
区
画
で
や
む
を
得
な
い

所
も
あ
り
ま
す
が
、
区
画
が
大
き
け

れ
ば
農
道
、
用
排
水
路
な
ど
の
必
要

面
積
の
割
合
が
少
な
く
て
す
み
、
作
業

効
率
の
面
で
も
有
利
で
あ
り
、
将
来

的
に
は
二
十
～
三
十
a
の
ほ
場
整
備

が
望
ま
れ
ま
す
。

農
業
後
継
者

、る

40．0％

樵回さ
　　　29、5％

い〃い　375％

とお』が夢3

　　市地域農政推進会議結成

　市農林課では、54年度から地域農政グ）推進

に本腰を入れて取り組んでいます。その一環

として、十日町市地域農政推進会議を結成し、

このほど第1回の会合が開かれました。この

会議は生産組織、地域のリーゲー、農業青年の

リーダー、農業関係機閲を構成員として、広

い分野から、今後の農業振興の方向をさぐろ

うというものです。当日は、各分野から24名

が参加し、活発な意見交換が行才）れました・

々％艦
顯杷
　・”％

斑望の爾　械

嬰鰻免

後継者が

5

後継者が望むのは

　
農
業
後
継
者
が
い
る
世
帯
が
四
十

％
、
い
な
い
世
帯
が
三
十
七
％
で
し

た
。
山
間
地
と
平
場
で
み
て
み
る
と

山
問
地
に
後
継
者
が
多
く
い
ま
す
．

こ
れ
は
、
経
営
面
積
が
平
場
に
比
較

し
て
大
き
く
、
農
業
志
向
の
傾
向
が

ま‘

強
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
後
継
者
の
今
一
番
望
ん
で
い
る
の

は
、
ほ
場
整
備
が
三
十
％
、
出
稼
ぎ

の
解
消
が
十
四
％
、
農
業
経
営
の
大

型
化
が
十
二
％
で
す
。
ま
た
、
嫁
不

足
の
解
消
が
九
％
あ
り
、
特
に
山
間

地
で
は
十
五
％
以
上
を
示
し
て
お
り

こ
の
対
策
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
施

策
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
の
い
な
い
の
は
、
農
業
の

動
向
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
三
十
％

近
く
あ
り
、
農
業
の
お
か
れ
て
い
る

困
難
な
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
最
後
に

　
調
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
は
、
農
業
の
共
同

化
や
公
共
施
設
の
要
望
、
部
落
の
住

み
ご
こ
ち
な
ど
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
農
林
課
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
ん
亀
ケ
ー
ス
憾
？

　
　
　
　
　
　
農
事
連
絡
員
会
議
質
疑
応
答

　
市
農
林
課
で
は
三
月
二
十
六
日
、

市
役
所
に
各
地
区
農
事
連
絡
員
さ
ん

か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
こ
と
し

の
水
田
再
編
対
策
に
つ
い
て
説
明
し
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
質

疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
で
は
昨
年
独
自
で
奨
励
金
を

出
し
た
が
、
こ
と
し
は
ど
の
く
ら
い

の
奨
励
金
か
。
ま
た
、
転
作
と
い
っ

て
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
有
望
な
作
物

が
見
あ
た
ら
な
い
が
。

答
　
市
の
奨
励
金
は
昨
年
と
同
じ
、

十
a
当
り
、
特
定
作
物
五
千
円
、
一

般
作
物
等
四
千
円
、
管
理
転
作
二
千

円
で
す
。
ま
た
、
確
か
に
転
作
の
作

物
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
題
で
す
が
、

市
で
は
奨
励
金
の
高
い
大
豆
、
そ
ば
、

飼
料
作
物
等
の
特
定
作
物
を
主
体
に

お
願
い
し
、
集
団
対
応
に
よ
り
集
団

加
算
等
有
利
に
補
助
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
各
部
落
で
お
考
え
く
だ
さ
い
。

問
　
転
居
し
て
他
の
地
区
に
移
っ
た

人
が
い
る
が
、
減
反
割
当
て
は
現
在

い
る
所
で
お
願
い
し
た
い
が
。

・
答
転
居
し
た
人
は
調
査
し
て
い
ま

す
が
、
も
れ
落
ち
も
あ
り
逐
次
補
正

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
居
し
た
本

人
の
希
望
で
、
元
の
地
区
に
割
当
て

て
い
る
場
合
も
あ
り
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
　
米
を
供
出
し
て
い
な
い
人
に
、

減
反
割
当
て
は
あ
る
の
か
。

答
割
当
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎

年
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
．
こ

と
し
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

問
　
国
は
水
田
再
編
当
初
の
計
画

を
変
更
し
て
転
作
面
積
を
増
や
し
た

が
、
農
事
連
絡
員
、
農
家
は
増
々
苦

し
く
な
る
。
市
で
割
当
て
を
減
ら
す

方
法
は
な
い
の
か
。

答
　
水
田
再
編
は
国
、
県
の
施
策
で

あ
り
、
市
で
も
働
き
か
け
て
い
る
が

米
の
需
給
状
況
な
ど
を
見
た
場
合
難

し
い
実
情
だ
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
昨
年
は
大
豆
の
種
子
の
品
質

が
あ
ま
り
よ
く
な
い
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
農
協
で
は
細
か
い
心
く
ば
り
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
種
類
の
同
じ
種
子
を
仕
入
れ
て

い
ま
す
が
仕
入
先
に
よ
っ
て
は
収
穫
、

さ
れ
た
も
の
が
ち
が
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
と
し
か
ら
は
、
農
協
で
、
自
家
採
種

し
た
も
の
を
中
心
に
お
出
し
し
た
い

と
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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◎調査期間

　昭和54年10月3日～16日

◎調査対象者

　市内全農家4，538戸

◎調査方法

　農事連絡員を通じ配布回収

◎回収率

　3．597　　　　＝79．3％
　4．538

帝農彙の直口1『る同愚

農家意向調査から

　
市
で
は
、
五
十
四
年
度
か
ら
地
域
農
政
特
別
対
策
事
業
に
．
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
市
の
農
業
が
直
面
し
て
い
る
問
題
点
を
洗
い
出

し
、
解
決
へ
の
方
法
を
総
合
的
に
検
討
し
、
農
村
の
環
境
整
備
や
農
用
地

の
確
保
拡
大
と
高
度
利
用
を
図
り
農
業
の
振
興
を
し
て
ゆ
こ
う
と
い
う
も

の
で
す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
農
家
や
地
域
の
か
か
え
て
い
る
問
題
の
実
態
を
知

る
た
め
、
市
内
の
全
農
家
を
対
象
に
「
農
家
の
意
向
調
査
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　
調
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
．
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農
家
の

　
　
経
営
形
態
は

　
経
営
面
積
は
、
水
田
で
、
五
十
a

未
満
が
四
十
六
・
五
％
。
五
十
a
～

一
㎞
未
満
が
三
十
一
・
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
全
体
的
に
平
場
地
域
よ

り
山
間
地
域
の
面
積
が
多
く
、
こ
の

こ
と
は
、
農
業
の
依
存
度
が
山
問
地

の
ほ
う
が
強
い
か
ら
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。
十
日
町
地
区
の
平
場
の
水
田
面

積
は
、
五
十
a
未
満
が
約
六
十
％
を

占
め
て
お
り
、
都
市
化
の
影
響
で
、

経
営
面
積
が
年
々
す
く
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
畑
地
で
は
、
十
日
町
地
区
の
八
十

％
以
上
が
十
a
未
満
の
零
細
経
営
1
、
・

あ
る
反
面
、
水
沢
の
山
間
地
区
で
は

一
㎞
以
上
の
農
家
が
十
一
％
も
あ
る

の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

　
経
営
形
態
は
、
全
市
で
「
稲
作
プ

ラ
ス
農
外
収
入
」
が
約
四
十
％
と
最

も
多
く
、
稲
作
の
み
が
約
三
十
％
、

撫凝視置そラ・儲

50α禾璃

　46，5％

幽
＼卯・急1鰺着

経営面積（水田）

像
鮪
図
幻
へ
　

虐3

野覧

綻

　
　
　
聡

　
寂
　
勤

　
　
　
　
威
危

　
　
　
　
6

顛碗

爾熔2．2働

稲作＋1脱収入

　389傷

2入

　50．占労

5虞へ躍
　　322％

齢年

「
稲
作
プ
ラ
ス
畑
作
プ
ラ
ス
農
外
収

人
」
約
十
五
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
結
果
か
ら
農
業
収
入
だ
け
で
は

生
活
す
る
の
が
大
変
で
、
農
外
収
入

を
求
め
て
兼
業
し
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

　
経
営
者
の
年
齢
と
労
働
力
で
は
、

三
十
一
歳
～
五
十
歳
の
働
き
盛
り
の

層
が
四
十
二
％
を
占
め
農
業
の
担
い

手
は
良
い
傾
向
に
あ
る
と
言
え
ま
す

が
、
反
面
、
若
年
層
の
就
農
が
少
な
く
、

老
齢
化
も
見
の
が
せ
な
い
現
象
で
す
．

労
働
力
は
、
二
人
以
内
の
農
家
が
八

十
％
以
上
を
占
め
、
農
家
の
労
働
力

が
他
産
業
に
流
失
し
て
い
る
こ
と
を

示
し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
の
将
来
を

　
　
　
　
　
　
　
ど
う
考
え
て
い
る
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
聞
か
れ
ま
す
。

　　　　ゼの砲
　　　　　53瓢

　　　＋規修

　　　9696

粕＋畑礁外

　14，496

　　　　　稲作の”

　　　　　296％

経営形態

撫
／人

33，1％

力働労

ガ

矯
　
呑
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

慧
尿
酬
　
郷
　
労

　
　
　
吊
　
　
　
　
　
秤
　
　
　
一
ど

脇
．
隙
▽
僻

　
　
　
　
　
　
　
小
饗

　
農
業
経
営
の
将
来
を
ど
の
よ
う
に

す
る
の
か
を
聞
い
て
み
る
と
、
　
「
現

状
の
ま
ま
続
け
て
行
き
た
い
」
が
六

十
五
％
、
　
「
見
通
し
が
た
た
な
い
」

が
十
七
％
、
　
「
規
模
拡
大
を
し
た
ど

が
約
十
二
％
で
す
。
特
に
山
間
地
域

は
規
模
拡
大
の
意
向
が
強
く
、
市
平

均
の
十
一
・
七
％
に
く
ら
べ
水
沢
二

十
二
・
四
％
、
川
治
十
七
・
四
％
、

中
条
は
十
六
・
七
％
と
高
い
傾
向
を

示
し
て
い
ま
す
。

　
規
模
拡
大
を
し
た
い
と
考
え
て
い

る
人
達
の
約
半
数
は
稲
作
の
み
の
拡

．
大
を
考
え
て
い
る
反
面
、
稲
作
プ
ラ

　
ス
畑
作
、
稲
作
プ
ラ
ス
畜
産
な
ど
の

複
合
経
営
を
望
む
傾
向
も
強
く
’
．
・
て

お
り
、
比
較
的
耕
地
の
少
な
い
地
区

　
で
は
経
営
面
積
が
少
な
く
と
も
高
収

入
を
得
ら
れ
る
畜
産
経
営
を
望
む
声

　
規
模
拡
大
に
あ
た
り
、
今
一
番
望

ま
れ
て
い
る
の
は
農
地
の
取
得
（
六

十
三
％
）
で
あ
り
、
そ
れ
に
と
も
な

う
融
資
制
度
の
充
実
（
十
五
％
）
で

す
。　
現
状
の
ま
ま
で
農
業
を
続
け
て
ゆ

き
た
い
と
考
え
て
い
る
人
達
は
、
「
農

業
収
入
だ
け
で
は
ガ
変
だ
か
ら
」
と

い
う
意
見
が
半
分
以
上
を
占
め
て
お

り
、
こ
れ
は
、
農
業
収
入
だ
け
で
は

生
活
す
る
の
が
大
変
だ
か
ら
兼
業
を

し
て
お
り
、
農
業
収
入
が
増
大
す
れ

ば
、
兼
業
か
ら
専
業
農
家
へ
移
行
し

た
い
と
い
う
意
向
と
う
け
と
れ
ま
す
。

　
全
農
家
の
五
％
（
百
八
十
戸
）
の

人
達
が
、
　
「
経
営
規
模
を
縮
少
し
た

い
」
と
「
農
業
を
や
め
た
い
」
と
答

え
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
、

「
後
継
者
が
い
な
ど
　
「
手
間
が
か

か
り
す
ぎ
割
に
合
わ
な
い
」
の
二
つ

で
四
十
六
％
を
占
め
ま
し
た
。
遅
れ

て
い
る
農
業
生
産
基
盤
の
整
備
と
、

後
継
者
対
策
が
ク
・
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
き
ま
す
。

農
地
の
流
動
化
に
つ
い
て
は

韓　鱒暑6回〃慰

託唄㎡秀スマい捨い

　　　　タ8ヲ96

農地の売買

　
農
地
の
売
買
に
対
す
る
考
え
方
は

当
面
売
買
を
考
え
て
い
な
い
人
が
六

十
％
、
農
地
を
買
い
た
い
人
が
二
十

％
、
売
っ
て
も
良
い
人
が
五
％
弱
で

し
た
。
こ
れ
は
、
農
地
を
資
産
と
し

て
保
有
す
る
傾
向
が
強
く
表
わ
れ
て

お
り
、
買
い
た
い
人
と
売
っ
て
も
良

い
人
の
バ
ラ
ン
ス
が
と
れ
て
い
な
い

た
め
、
農
地
の
流
動
化
を
し
に
く
く

し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
農
業
で
生

活
し
、
生
産
性
の
高
い
経
営
を
す
る

た
め
に
、
経
営
規
模
の
拡
大
を
望
む

声
も
で
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
農
家
が
、

遊
休
農
地
や
荒
廃
農
地
を
耕
作
で
き

る
よ
う
に
な
れ
ば
農
地
の
有
効
利
用

が
は
か
ら
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
農
地
の
貸
借
関
係
で
は
、
農
地
を

貸
す
希
望
が
あ
る
人
が
七
％
、
貸
す

つ
も
り
の
な
い
人
が
六
十
二
％
で
す
。

逆
に
、
農
地
を
借
り
た
い
人
が
十
二

％
、
借
り
る
つ
も
り
が
な
い
人
が
四

十
六
％
で
し
た
。
農
地
の
流
動
化
傾

向
は
、
売
買
は
停
滞
ぎ
み
で
あ
り
，

賃
貸
借
も
農
地
法
の
関
係
か
ら
期
待

ど
お
り
に
進
ん
で
い
な
い
よ
う
で
す
。

水
田
の
ほ

弘o

引、2％

耕作不便な水田が

場
整
備
は
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レπい

300％

礁回路
　　1わ．3％

　
％
　
ケ
恥
ぬ

翻回洛
　　　21．9％

ちゲヒも電貞琢

　　2？．2％

歪く疹・ロ

2与9％

　
市
内
の
水
田
の
ほ
場
整
備
率
は
約

三
十
％
で
、
二
十
市
や
近
隣
の
市
町

村
に
く
ら
べ
て
も
大
変
遅
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
水
田
の
ほ

場
整
備
に
つ
い
て
聞
い
て
み
る
と
、

　
耕
作
を
し
て
ゆ
く
の
に
不
便
な
水
田

を
半
分
以
上
の
人
が
所
有
し
て
い
ま
す
。

特
に
山
間
地
域
で
は
六
十
二
％
の
人
が

不
便
な
水
田
が
あ
る
と
言
っ
て
い
ま
す
。

　
ほ
場
整
備
の
実
施
に
つ
い
て
は
、

ぜ
ひ
実
施
し
た
い
人
が
三
十
％
、
ど

ち
ら
と
も
言
え
な
い
人
が
二
十
二
％
、

し
た
く
な
い
人
が
二
十
六
％
で
し
た
。

ほ場整備を

ぜ
ひ
ほ
場
整
備
を
実
施
し
た
い
と
い

う
要
望
は
、
山
間
地
域
に
特
に
多
く

み
ら
れ
ま
し
た
。

　
ほ
場
整
備
を
し
た
く
な
い
人
た
ち

の
理
由
は
、
す
で
に
整
備
を
終
っ
て

い
る
人
が
四
十
二
％
、
経
営
規
模
が

小
さ
い
た
め
と
、
現
状
で
不
便
を
感

じ
な
い
こ
と
が
そ
れ
ぞ
れ
二
十
％
、

あ
と
、
資
金
面
で
踏
ん
切
り
が
つ
か

な
い
人
が
十
二
％
あ
り
ま
し
た
。

　
ほ
場
整
備
事
業
は
、
農
業
の
生
産

基
盤
の
耕
地
の
区
画
形
質
の
改
善
、

用
排
水
路
、
道
路
の
整
備
、
耕
地
の

集
団
化
な
ど
を
総
合
的
に
実
施
し
、

機
械
化
に
よ
る
作
業
の
高
能
率
化
を

推
進
す
る
も
の
で
す
．
ま
た
、
ほ
場

整
備
を
す
る
と
、
た
だ
農
業
生
産
の

基
盤
を
整
備
す
る
だ
け
で
な
く
、
関

連
事
業
と
し
イ
＼
幹
線
道
路
や
農
村

公
園
、
生
活
用
水
施
設
、
農
業
生
産

施
設
、
集
会
施
設
な
ど
の
整
備
も
で

き
、
村
づ
く
り
の
基
礎
と
な
る
事
業

も
可
能
で
多
く
の
効
果
が
期
待
で
き

ま
す
。
新
し
い
地
域
つ
く
り
の
た
め

に
も
ぜ
ひ
実
施
し
た
い
も
の
で
す
。

　
ほ
場
整
備
を
す
る
と
し
た
ら
そ
の

区
画
面
積
は
、
十
a
を
望
む
人
が
三

十
％
、
二
十
a
が
二
十
四
％
、
三
十

a
以
上
が
十
％
で
し
た
。
こ
れ
は
、

整
備
が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
と
規
模

が
小
さ
い
た
め
小
区
画
を
望
む
声
が

強
く
で
て
い
ま
す
が
、
地
域
に
よ
っ

て
は
十
a
の
区
画
で
や
む
を
得
な
い

所
も
あ
り
ま
す
が
、
区
画
が
大
き
け

れ
ば
農
道
、
用
排
水
路
な
ど
の
必
要

面
積
の
割
合
が
少
な
く
て
す
み
、
作
業

効
率
の
面
で
も
有
利
で
あ
り
、
将
来

的
に
は
二
十
～
三
十
a
の
ほ
場
整
備

が
望
ま
れ
ま
す
。

農
業
後
継
者

、る

40．0％

樵回さ
　　　29、5％

い〃い　375％

とお』が夢3

　　市地域農政推進会議結成

　市農林課では、54年度から地域農政グ）推進

に本腰を入れて取り組んでいます。その一環

として、十日町市地域農政推進会議を結成し、

このほど第1回の会合が開かれました。この

会議は生産組織、地域のリーゲー、農業青年の

リーダー、農業関係機閲を構成員として、広

い分野から、今後の農業振興の方向をさぐろ

うというものです。当日は、各分野から24名

が参加し、活発な意見交換が行才）れました・

々％艦
顯杷
　・”％

斑望の爾　械

嬰鰻免

後継者が

5

後継者が望むのは

　
農
業
後
継
者
が
い
る
世
帯
が
四
十

％
、
い
な
い
世
帯
が
三
十
七
％
で
し

た
。
山
間
地
と
平
場
で
み
て
み
る
と

山
問
地
に
後
継
者
が
多
く
い
ま
す
．

こ
れ
は
、
経
営
面
積
が
平
場
に
比
較

し
て
大
き
く
、
農
業
志
向
の
傾
向
が

ま‘

強
い
た
め
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
後
継
者
の
今
一
番
望
ん
で
い
る
の

は
、
ほ
場
整
備
が
三
十
％
、
出
稼
ぎ

の
解
消
が
十
四
％
、
農
業
経
営
の
大

型
化
が
十
二
％
で
す
。
ま
た
、
嫁
不

足
の
解
消
が
九
％
あ
り
、
特
に
山
間

地
で
は
十
五
％
以
上
を
示
し
て
お
り

こ
の
対
策
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
施

策
が
望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
後
継
者
の
い
な
い
の
は
、
農
業
の

動
向
が
は
っ
き
り
し
な
い
が
三
十
％

近
く
あ
り
、
農
業
の
お
か
れ
て
い
る

困
難
な
面
を
の
ぞ
か
せ
て
い
ま
す
。

　
　
　
最
後
に

　
調
査
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
。
こ
の
調
査
で
は
、
農
業
の
共
同

化
や
公
共
施
設
の
要
望
、
部
落
の
住

み
ご
こ
ち
な
ど
も
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　
詳
細
は
農
林
課
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
。
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
い

た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
ま
す
。

こ
ん
亀
ケ
ー
ス
憾
？

　
　
　
　
　
　
農
事
連
絡
員
会
議
質
疑
応
答

　
市
農
林
課
で
は
三
月
二
十
六
日
、

市
役
所
に
各
地
区
農
事
連
絡
員
さ
ん

か
ら
お
集
ま
り
い
た
だ
き
、
こ
と
し

の
水
田
再
編
対
策
に
つ
い
て
説
明
し
、

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
の
質

疑
の
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
市
で
は
昨
年
独
自
で
奨
励
金
を

出
し
た
が
、
こ
と
し
は
ど
の
く
ら
い

の
奨
励
金
か
。
ま
た
、
転
作
と
い
っ

て
も
、
こ
れ
と
い
っ
た
有
望
な
作
物

が
見
あ
た
ら
な
い
が
。

答
　
市
の
奨
励
金
は
昨
年
と
同
じ
、

十
a
当
り
、
特
定
作
物
五
千
円
、
一

般
作
物
等
四
千
円
、
管
理
転
作
二
千

円
で
す
。
ま
た
、
確
か
に
転
作
の
作

物
に
つ
い
て
は
難
し
い
問
題
で
す
が
、

市
で
は
奨
励
金
の
高
い
大
豆
、
そ
ば
、

飼
料
作
物
等
の
特
定
作
物
を
主
体
に

お
願
い
し
、
集
団
対
応
に
よ
り
集
団

加
算
等
有
利
に
補
助
金
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
各
部
落
で
お
考
え
く
だ
さ
い
。

問
　
転
居
し
て
他
の
地
区
に
移
っ
た

人
が
い
る
が
、
減
反
割
当
て
は
現
在

い
る
所
で
お
願
い
し
た
い
が
。

・
答
転
居
し
た
人
は
調
査
し
て
い
ま

す
が
、
も
れ
落
ち
も
あ
り
逐
次
補
正

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
転
居
し
た
本

人
の
希
望
で
、
元
の
地
区
に
割
当
て

て
い
る
場
合
も
あ
り
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

問
　
米
を
供
出
し
て
い
な
い
人
に
、

減
反
割
当
て
は
あ
る
の
か
。

答
割
当
て
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
毎

年
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
．
こ

と
し
も
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
．

問
　
国
は
水
田
再
編
当
初
の
計
画

を
変
更
し
て
転
作
面
積
を
増
や
し
た

が
、
農
事
連
絡
員
、
農
家
は
増
々
苦

し
く
な
る
。
市
で
割
当
て
を
減
ら
す

方
法
は
な
い
の
か
。

答
　
水
田
再
編
は
国
、
県
の
施
策
で

あ
り
、
市
で
も
働
き
か
け
て
い
る
が

米
の
需
給
状
況
な
ど
を
見
た
場
合
難

し
い
実
情
だ
。
ご
理
解
い
た
だ
き
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

問
　
昨
年
は
大
豆
の
種
子
の
品
質

が
あ
ま
り
よ
く
な
い
よ
う
で
あ
っ
た

が
、
農
協
で
は
細
か
い
心
く
ば
り
を

し
て
も
ら
い
た
い
。

答
　
種
類
の
同
じ
種
子
を
仕
入
れ
て

い
ま
す
が
仕
入
先
に
よ
っ
て
は
収
穫
、

さ
れ
た
も
の
が
ち
が
っ
た
よ
う
で
す
。

こ
と
し
か
ら
は
、
農
協
で
、
自
家
採
種

し
た
も
の
を
中
心
に
お
出
し
し
た
い

と
準
備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
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市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

　
（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ

の
他
市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
功

労
の
あ
っ
た
人
、
及
び
市
民
の
模
範

と
な
る
善
行
を
し
た
人
を
対
象
）
に

基
づ
き
、
つ
ぎ
の
四
団
体
、
三
十
一

人
を
昭
和
五
十
四
年
度
市
政
功
労
者

に
決
定
し
、
去
る
三
月
三
十
一
日
市

欝
～
庸
轟
球
議
鰭
鱒
鷹
ー
『

　
　
役
所
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
表
　
彰
　
者

　
　
自
治
功
労

　
　
◎
樋
熊
清
一
（
中
条
卜
町
）
◎
高
橋

　
　
桂
作
（
高
山
二
）
◎
須
藤
誠
也
（
中

　
　
条
島
）
◎
福
崎
正
平
（
田
麦
）
◎
丸

　
　
山
松
平
（
稲
葉
）
◎
柳
ソ
イ
（
小
泉
）

　
　
教
育
文
化
功
労

　
　
◎
野
本
郁
太
郎
（
桑
原
）

　
　
産
業
功
労

　
　
◎
樋
熊
ミ
イ
（
新
座
三
）
◎
尾
身
ト

　
　
モ
エ
　
（
鉢
）
◎
村
山
ハ
ツ
ノ
（
関
根
）

　
　
◎
本
田
圭
一
（
本
町
西
一
）
◎
桑
原

　
　
末
二
　
（
八
幡
田
町
）
◎
鈴
木
大
作
（
尾

　
　
崎
）
◎
井
沢
福
栄
（
四
日
町
新
田
二
）

　
　
◎
小
宮
山
武
平
（
四
日
町
新
甲
二
）

　
　
◎
山
田
市
治
郎
（
四
日
町
新
田
一
）

　
　
◎
庭
野
重
吉
（
田
川
町
二
）
◎
庭
野

　
　
善
次
郎
（
高
田
町
四
）

　
　
交
通
安
全
功
労

んさ郎太郁本野るけ受を彰表

交通安全を祈願して
　　　　　　　　ダルマに目玉

　交通安全運動に活躍している交通指導

員さんたちは、ことしも重症事故20％減

を目標（昨年は34件）にして指導にあた

ろうと、ダルマに片目を入れました。

●春の交通安全運動実施中

◎歩行者、特に新入学児童の交通安全

◎二輪車の安全運転の励行

　翻　　＿

◎
湯
沢
優
（
本
町
一
上
）
◎
樋
口
熊

蔵
（
中
条
旭
町
）
◎
藤
田
豊
平
（
新

保
）
◎
下
条
地
区
交
通
安
全
自
治
会

防
災
功
労

◎
馬
場
音
松
（
西
浦
西
）
◎
星
名
庚

作
（
中
条
下
町
）
◎
池
田
好
一
（
四

日
町
一
）
◎
蕪
木
信
太
郎
（
諏
訪
町
）

◎
保
坂
春
雄
（
宮
下
東
）
◎
橋
本
惣

太
郎
（
新
水
）
◎
大
津
秀
夫
（
三
ツ

山
）
◎
飯
塚
貫
太
郎
（
水
沢
市
之
沢
）

寄
付
◎
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
◎
庭

野
重
造
（
菅
沼
）
◎
新
潟
県
信
用
組

合
◎
協
和
建
設
株
式
会
社
◎
渡
辺
春

吉
（
高
田
町
三
西
）
　
　
（
敬
称
略
）

善
行
青
少
年
も

　
　
　
　
　
　
表
　
彰

　
十
日
町
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で

は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
善
行
青
少

年
団
体
と
し
て
親
和
倶
楽
部
（
新
座

H
樋
熊
義
明
会
長
）
と
下
条
地
区
体

育
協
会
（
村
山
薫
会
長
）
を
決
め
、

市
役
所
で
表
彰
し
ま
し
た
．

　
両
ク
ラ
ブ
と
も
、
そ
の
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
活
動
・
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
長
年
活
動
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

出荷額等728億9，050万円
　　～54年工業統計調査概数～

緬臆綴海囎事事煙響鯉
巽事機少維すの業前千業101業　おま調実び

戦ll講難纏1魏
百　七特所主て九百二’　　　また概業彗

　
市
商
工
課
で
は
、

昨
年
の
十
二
月
末
現

在
で
実
施
し
た
工
業

統
計
調
査
結
果
の
概

要
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。事
業
所
数
は

　
　
皿
の
減

　
事
業
所
数
で
は
、

総
数
千
九
百
七
十
二

で
、
前
年
に
比
べ
百

一
事
業
所
（
四
・
九

に
繊
維
工
業
事
業
所

の
減
少
で
す
．
　
（
特

に
出
機
の
休
業
が
七

十
四
事
業
所
）

　
従
業
者
数
は
二
百

三
十
一
人
（
二
・
九

欝
）
減
っ
て
、
七
千
七
百
九
十
七
人

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
減
少
も
，
繊

維
関
係
で
二
百
五
十
一
人
減
っ
た
こ

と
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

製
造
品
出
荷
額
等
は

　
　
　
　
　
O
・
六
幹
の
増

　
製
造
品
出
荷
額
等
（
出
荷
額
＋
加

工
賃
収
入
＋
修
理
料
）
で
は
、
七
百

二
十
八
億
九
千
五
十
万
円
で
、
前
年

比
四
億
六
千
六
百
三
十
万
円
（
O
・

六
習
）
と
わ
ず
か
で
す
が
増
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
繊
維
関
係
で
前
年

比
八
億
四
千
九
百
万
円
（
一
・
三
簿
）

の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
他
の
業
種

が
平
均
し
て
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
た

め
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
産
額
、
生
産
数
量
、

付
加
価
値
額
及
び
原
材
料
使
用
額
等

の
詳
細
は
、
国
の
電
算
集
計
結
果
を

ま
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
五

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等
総　　　　　　数 1，972 7，797人 7，289，050万円

食　　料　　品 25 222 168，085

繊　維　工　業 1，857 6，695 6，421，486

う　ち出機 1，215 55，450

衣　　　　　　服 4 22 6，690

木材・木製品 20 72 42，693

家具・装備品 17 95 49，969

パル　プ　・紙 4 30 10，644

出版　・印刷 6 82 40，027

ゴ　ム　製　品 1 × ×

な　め　し　皮 1 × ×

窯　　　　　業 6 93 196，372

金　属　製　品 3 × ×

一　般　機　械 13 228 134，089

電　気　機　械 4 36 7，640

輸送用機械 1 × ×

精　密　機　械 1 X X
そ　　の　　他 9 56 43，857

×　の　合　計 166 167，498

※×は小事業所数のため申告者の秘密を守るためふせた

　ヵ所です。

十
四
年
は
、
わ
が
国
の
経
済
と
同
様

に
ゆ
る
や
か
な
回
復
過
程
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
業
種
間
、
企
業
間
格
差

は
依
然
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
に
推
移

し
た
年
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
等

　
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
荷

　
　
　
　
　
h
　
　
　
　
　
　
　
　
数
　
　
数

　
　
　
　
　
耀
　
　
　
　
　
　
所
　
者

　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
　
業
　
業

表
＝
数
年
指
紹
査
和
調
昭
計続桑工 　

　
　
　
　
製
　
　
　
　
　
　
事
　
従
年

昭和48年＝100

駅

3〔

以

1

へ
一’ 鵯

、
讐
、
、
　
、

90

80

4 2

工業の推移（過去5年間）

区　分
工業調査全体 うち繊維工業

事業所数 従業者数 出荷額等 事業所数 従業者数 出荷額等

昭和50年 2，396 10．10 8，002，859 2，283 9．05
　　　　万
7，440，174

昭和51年 2，339 9，611 8，313，319 2，226 8，496 7，705，507

昭和52年 2，189 8，405 7，388，460 2，073 7，287 6，738，880

昭和53年 2，073 8，028 7，242，420 1，960 6，951 6，506，381

昭和54年 1，972 7，797 7，289，050 1，857 6，695 6，421，486

昭和

下
条
地
区
体
育
協
会
代
衰
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灘
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灘
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騰
撫
難
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら
中
条
中
本
校
に

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
元
の
合

意
を
得
な
が
ら
中
学
校
分
校
の
統
合

を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
か
ら

飛
渡
第
一
分
校
が
中
条
中
学
校
に
統
合

さ
れ
、
今
年
四
月
か
ら
は
、
飛
二
分

校
が
中
条
中
学
校
に
、
下
条
中
学
校
東

下
組
分
校
が
下
条
中
学
校
に
統
合
さ

れ
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
統
合
に
さ
き
だ
ち
、
東
下
組
分
校

で
は
三
月
二
十
五
日
、
飛
二
分
校
で

ほ
二
十
六
日
に
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
飛
二
分
校
は
、
昭
和
二
十
二
年
五

月
に
創
立
さ
れ
、
三
十
三
年
間
に
五

百
二
十
八
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。

　
統
合
に
あ
た
り
、
第
一
回
卒
業
生

の
水
落
実
さ
ん
は
「
当
時
は
、
毎
日

オ
ン
ボ
・
服
を
着
て
、
風
呂
敷
の
中

に
ガ
リ
版
ず
り
の
教
科
書
を
入
れ
、

鍬
と
鎌
を
持
っ
イ
＼
ワ
ラ
草
履
を
履

い
て
学
校
に
通
っ
た
。
タ
ラ
ブ
活

動
な
ど
は
な
く
、
農
業
が
ク
ラ
ブ
活

動
と
ス
ポ
ー
ツ
み
た
い
な
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
な
つ
か
し
い
学
校
が
な
く

な
る
の
は
淋
し
い
が
、
子
供
達
の
将

来
を
考
え
、
教
育
の
向
上
と
近
代
社

会
に
対
応
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
強
い
人
間
づ
く
り
を
す
る
た
め
統

合
に
賛
成
し
た
」
と
語
り
、
在
校
生

の
庭
野
唯
一
君
は
「
地
域
の
人
達
が

学
校
林
の
手
入
れ
や
雪
堀
り
、
本
の

寄
付
な
ど
自
分
の
家
の
こ
と
以
上
に

学
校
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
も
ら
っ

て
感
謝
し
て
い
る
．
こ
れ
か
ら
本
校

に
行
っ
て
も
元
気
に
頑
張
る
」
と
決

音
ゆ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
四
日
か
ら
二
十
二
名
の
本
校

通
学
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　
　
　
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
市
内
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
、
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

就学援助費予定単価
★学用品・通学用品費・校外活動費

とおガ蓄3’（7）

区　分 学　　年 1人当たり額

小学校
第1学年 8．1

その他の学年 9，620

中学校
第　1学年 16，090
その他の学年 17，530

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
、
四

月
二
．
十
六
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

各
小
、
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は

教
育
委
員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
8
七
⊥
一
二
一
一
番
内
線
二

七
二
）
へ
。

陸
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
e
3
§
§
§
§

市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
入
百
十
一
名

　
四
月
一
日
付
で
小
・
中
学
校
教
員

異
動
が
発
令
さ
れ
、
岡
健
飛
渡
第
二

小
学
校
長
が
新
井
市
に
転
出
し
、
後

任
に
、
上
越
市
か
ら
長
尾
克
孝
校
長

麟
灘
飛二小学校長

長尾克孝

，
が
転
入
し
た
の
を
は
じ
め
、
転
出
百

十
二
名
、
転
入
百
十
一
名
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
市
内
の
教
職
員
数
は

小
学
校
二
百
七
十
一
人
、
中
学
校
百

三
十
八
人
に
な
り
、
小
学
校
本
校
十

九
校
、
分
校
六
校
。
中
学
校
本
校
六

校
、
分
校
二
校
に
わ
か
れ
イ
＼
約
七

千
四
百
人
の
生
徒
に
教
べ
ん
を
と
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

十日町橋が片側通行に

　4月1日から、国道253号線

十日町橋が補修工事のため、終

日、片側通行になっています。

この交通規制は、12月31日まで

続きます。

貯吻伽伽齢助。わ伽助ゆ伽伽伽㊥qり⑳伽鵬㈱qり伽幽

書文法脱　M
W

　
ハ
ソ

郁
W
モ
M
W

M
W
メ
M
W

M
W
ち
M
W

M
W
叔
M
W

M
W
ひ
M
W

、文書図画の頒布または掲示の禁1★新入学用品費
　　　　　　　　　　　　§　　小学校第1学年　　　13，450円
ぬかれることを目的とするいわゆ§　中学校第1学年　　16，150円
文書噸布または掲示も禁止され1★体育実技用具費（スキー用具）

す（同法146）・著述や演芸の広告・1繹穫霧鱗学年ll；糊

商店の営業広告の掲示頒布また1★修学方長行費（宿泊を伴う修学旅行）

状、暑中見舞状の頒布等は、日常§　小学校第5・6学年　実　費
おいて搬的に行わオtているもの1中学騰3学年　実費
　　　　　　　　　　五　　§　★夏季訓練参加費
て・それ自体としてはなんの違法§　中学校全学年　　　実　費
つものではないが趨輔近にな1★その他給食費及び学校病に係る医

それら種々の名目に名をかりた選1療費の実費を支給

慰？謙鷲畿配lll羅1霧韓喪／漿
れるため、これを放任するときは、銃総舗競勝響

だしく選挙の公正を害するこ≧と1呈暢蠣鰻駕

鷲誉禦鼎鷺灘讐聾篠維憲鶴転峯
法暑為を禁去しているのです・纏糧護壽欝

　（選挙用語辞典より）　　　　　　　、O、れ㌧1に犯使け　・
砂つも◆つ㈱つ

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
き

人
権
擁
護
委
員
に

　
武
田
、
小
川
、
小
林
さ
ん

　
こ
の
ほ
ど
、
法
務
大
臣
か
ら
、
人

権
擁
護
委
員
に
武
田
文
雄
（
土
市
）

小
川
彦
一
郎
（
五
軒
新
田
）
　
小
林

賢
秀
（
川
原
町
）
の
皆
さ
ん
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
私
的
制
裁
、

人
身
売
買
、
村
八
分
、
教
育
を
受
け

る
権
利
の
侵
犯
、
強
制
圧
迫
、
酷
使

虐
待
、
差
別
待
遇
、
生
活
権
の
侵
犯

な
ど
で
お
困
り
の
時
に
は
、
気
軽
に

自
宅
に
相
談
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
が
他
に
も
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
、

§　選挙運動用文書図画の頒布と掲示につ
§
§いては厳重な制限があります（公選法142、
§
§143）が、文書図画の頒布または掲示の禁

1止をまぬかれることを目的とするいわゆ

1る脱法文書噸布または掲示も禁止され

§ています（同法146）．著述や演芸の広告
1会社や商店の営業広告の掲示、頒布また

§
§は年賀状、暑中見舞状の頒布等は、日常
§　　　　　　　　　　＿
§生活において一般的に行われているもの
1であって、それ自体としてはなんの灘

1性をもつものではないが趨挙問近1こな

1ると・それら種々の名目に名をカ“）た選

§挙運動のための文書図画と思われるよう
§
§なものが頒布、掲示される場合がしばし
§

ii 　ば見られるため、これを放任するときは

　はなはだしく選挙の公正を害することと

　なり、選挙運動用文書図画の制限を無意

　味なものにするおそれがあるので、このよ
§
§うな脱法行為を禁止しているのです。
§

一謡鷹用語辞典より）
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潔
雛
驚
蝋
一
難
鷺
麟
擁
勘
鑑
■
』

　
市
で
は
、
十
日
町
市
ほ
う
賞
規
則

　
（
市
政
の
進
展
、
文
化
の
向
上
、
そ

の
他
市
民
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
功

労
の
あ
っ
た
人
、
及
び
市
民
の
模
範

と
な
る
善
行
を
し
た
人
を
対
象
）
に

基
づ
き
、
つ
ぎ
の
四
団
体
、
三
十
一

人
を
昭
和
五
十
四
年
度
市
政
功
労
者

に
決
定
し
、
去
る
三
月
三
十
一
日
市

欝
～
庸
轟
球
議
鰭
鱒
鷹
ー
『

　
　
役
所
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
表
　
彰
　
者

　
　
自
治
功
労

　
　
◎
樋
熊
清
一
（
中
条
卜
町
）
◎
高
橋

　
　
桂
作
（
高
山
二
）
◎
須
藤
誠
也
（
中

　
　
条
島
）
◎
福
崎
正
平
（
田
麦
）
◎
丸

　
　
山
松
平
（
稲
葉
）
◎
柳
ソ
イ
（
小
泉
）

　
　
教
育
文
化
功
労

　
　
◎
野
本
郁
太
郎
（
桑
原
）

　
　
産
業
功
労

　
　
◎
樋
熊
ミ
イ
（
新
座
三
）
◎
尾
身
ト

　
　
モ
エ
　
（
鉢
）
◎
村
山
ハ
ツ
ノ
（
関
根
）

　
　
◎
本
田
圭
一
（
本
町
西
一
）
◎
桑
原

　
　
末
二
　
（
八
幡
田
町
）
◎
鈴
木
大
作
（
尾

　
　
崎
）
◎
井
沢
福
栄
（
四
日
町
新
田
二
）

　
　
◎
小
宮
山
武
平
（
四
日
町
新
甲
二
）

　
　
◎
山
田
市
治
郎
（
四
日
町
新
田
一
）

　
　
◎
庭
野
重
吉
（
田
川
町
二
）
◎
庭
野

　
　
善
次
郎
（
高
田
町
四
）

　
　
交
通
安
全
功
労

んさ郎太郁本野るけ受を彰表

交通安全を祈願して
　　　　　　　　ダルマに目玉

　交通安全運動に活躍している交通指導

員さんたちは、ことしも重症事故20％減

を目標（昨年は34件）にして指導にあた

ろうと、ダルマに片目を入れました。

●春の交通安全運動実施中

◎歩行者、特に新入学児童の交通安全

◎二輪車の安全運転の励行

　翻　　＿

◎
湯
沢
優
（
本
町
一
上
）
◎
樋
口
熊

蔵
（
中
条
旭
町
）
◎
藤
田
豊
平
（
新

保
）
◎
下
条
地
区
交
通
安
全
自
治
会

防
災
功
労

◎
馬
場
音
松
（
西
浦
西
）
◎
星
名
庚

作
（
中
条
下
町
）
◎
池
田
好
一
（
四

日
町
一
）
◎
蕪
木
信
太
郎
（
諏
訪
町
）

◎
保
坂
春
雄
（
宮
下
東
）
◎
橋
本
惣

太
郎
（
新
水
）
◎
大
津
秀
夫
（
三
ツ

山
）
◎
飯
塚
貫
太
郎
（
水
沢
市
之
沢
）

寄
付
◎
十
日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
◎
庭

野
重
造
（
菅
沼
）
◎
新
潟
県
信
用
組

合
◎
協
和
建
設
株
式
会
社
◎
渡
辺
春

吉
（
高
田
町
三
西
）
　
　
（
敬
称
略
）

善
行
青
少
年
も

　
　
　
　
　
　
表
　
彰

　
十
日
町
市
青
少
年
問
題
協
議
会
で

は
、
昭
和
五
十
四
年
度
の
善
行
青
少

年
団
体
と
し
て
親
和
倶
楽
部
（
新
座

H
樋
熊
義
明
会
長
）
と
下
条
地
区
体

育
協
会
（
村
山
薫
会
長
）
を
決
め
、

市
役
所
で
表
彰
し
ま
し
た
．

　
両
ク
ラ
ブ
と
も
、
そ
の
地
域
の
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
、
地
域
活
動
・
青
少

年
の
健
全
育
成
の
た
め
長
年
活
動
し

て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
も
の
。

出荷額等728億9，050万円
　　～54年工業統計調査概数～

緬臆綴海囎事事煙響鯉
巽事機少維すの業前千業101業　おま調実び

戦ll講難纏1魏
百　七特所主て九百二’　　　また概業彗

　
市
商
工
課
で
は
、

昨
年
の
十
二
月
末
現

在
で
実
施
し
た
工
業

統
計
調
査
結
果
の
概

要
を
ま
と
め
ま
し
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。事
業
所
数
は

　
　
皿
の
減

　
事
業
所
数
で
は
、

総
数
千
九
百
七
十
二

で
、
前
年
に
比
べ
百

一
事
業
所
（
四
・
九

に
繊
維
工
業
事
業
所

の
減
少
で
す
．
　
（
特

に
出
機
の
休
業
が
七

十
四
事
業
所
）

　
従
業
者
数
は
二
百

三
十
一
人
（
二
・
九

欝
）
減
っ
て
、
七
千
七
百
九
十
七
人

に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
減
少
も
，
繊

維
関
係
で
二
百
五
十
一
人
減
っ
た
こ

と
が
主
な
原
因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

製
造
品
出
荷
額
等
は

　
　
　
　
　
O
・
六
幹
の
増

　
製
造
品
出
荷
額
等
（
出
荷
額
＋
加

工
賃
収
入
＋
修
理
料
）
で
は
、
七
百

二
十
八
億
九
千
五
十
万
円
で
、
前
年

比
四
億
六
千
六
百
三
十
万
円
（
O
・

六
習
）
と
わ
ず
か
で
す
が
増
加
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
繊
維
関
係
で
前
年

比
八
億
四
千
九
百
万
円
（
一
・
三
簿
）

の
減
と
な
っ
た
も
の
の
、
他
の
業
種

が
平
均
し
て
増
加
傾
向
で
あ
っ
た
た

め
で
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
生
産
額
、
生
産
数
量
、

付
加
価
値
額
及
び
原
材
料
使
用
額
等

の
詳
細
は
、
国
の
電
算
集
計
結
果
を

ま
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
五

産業分類 事業所数 従業者数 出荷額等
総　　　　　　数 1，972 7，797人 7，289，050万円

食　　料　　品 25 222 168，085

繊　維　工　業 1，857 6，695 6，421，486

う　ち出機 1，215 55，450

衣　　　　　　服 4 22 6，690

木材・木製品 20 72 42，693

家具・装備品 17 95 49，969

パル　プ　・紙 4 30 10，644

出版　・印刷 6 82 40，027

ゴ　ム　製　品 1 × ×

な　め　し　皮 1 × ×

窯　　　　　業 6 93 196，372

金　属　製　品 3 × ×

一　般　機　械 13 228 134，089

電　気　機　械 4 36 7，640

輸送用機械 1 × ×

精　密　機　械 1 X X
そ　　の　　他 9 56 43，857

×　の　合　計 166 167，498

※×は小事業所数のため申告者の秘密を守るためふせた

　ヵ所です。

十
四
年
は
、
わ
が
国
の
経
済
と
同
様

に
ゆ
る
や
か
な
回
復
過
程
を
示
し
て

い
ま
す
が
、
業
種
間
、
企
業
間
格
差

は
依
然
解
消
さ
れ
な
い
ま
ま
に
推
移

し
た
年
と
い
え
る
よ
う
で
す
。

　
　
　
　
　
等

　
　
　
　
　
額

　
　
　
　
　
荷

　
　
　
　
　
h
　
　
　
　
　
　
　
　
数
　
　
数

　
　
　
　
　
耀
　
　
　
　
　
　
所
　
者

　
　
　
　
　
造
　
　
　
　
　
　
業
　
業

表
＝
数
年
指
紹
査
和
調
昭
計続桑工 　

　
　
　
　
製
　
　
　
　
　
　
事
　
従
年

昭和48年＝100

駅

3〔

以

1

へ
一’ 鵯

、
讐
、
、
　
、

90

80

4 2

工業の推移（過去5年間）

区　分
工業調査全体 うち繊維工業

事業所数 従業者数 出荷額等 事業所数 従業者数 出荷額等

昭和50年 2，396 10．10 8，002，859 2，283 9．05
　　　　万
7，440，174

昭和51年 2，339 9，611 8，313，319 2，226 8，496 7，705，507

昭和52年 2，189 8，405 7，388，460 2，073 7，287 6，738，880

昭和53年 2，073 8，028 7，242，420 1，960 6，951 6，506，381

昭和54年 1，972 7，797 7，289，050 1，857 6，695 6，421，486

昭和

下
条
地
区
体
育
協
会
代
衰

第3種郵便物認可）昭和55年4月10日

灘
難
灘
鍛
騰
撫
難
繍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
月
か
ら
中
条
中
本
校
に

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
地
元
の
合

意
を
得
な
が
ら
中
学
校
分
校
の
統
合

を
進
め
て
い
ま
す
。
昨
年
四
月
か
ら

飛
渡
第
一
分
校
が
中
条
中
学
校
に
統
合

さ
れ
、
今
年
四
月
か
ら
は
、
飛
二
分

校
が
中
条
中
学
校
に
、
下
条
中
学
校
東

下
組
分
校
が
下
条
中
学
校
に
統
合
さ

れ
て
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
統
合
に
さ
き
だ
ち
、
東
下
組
分
校

で
は
三
月
二
十
五
日
、
飛
二
分
校
で

ほ
二
十
六
日
に
閉
校
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
飛
二
分
校
は
、
昭
和
二
十
二
年
五

月
に
創
立
さ
れ
、
三
十
三
年
間
に
五

百
二
十
八
名
の
卒
業
生
を
送
り
出
し

て
い
ま
す
。

　
統
合
に
あ
た
り
、
第
一
回
卒
業
生

の
水
落
実
さ
ん
は
「
当
時
は
、
毎
日

オ
ン
ボ
・
服
を
着
て
、
風
呂
敷
の
中

に
ガ
リ
版
ず
り
の
教
科
書
を
入
れ
、

鍬
と
鎌
を
持
っ
イ
＼
ワ
ラ
草
履
を
履

い
て
学
校
に
通
っ
た
。
タ
ラ
ブ
活

動
な
ど
は
な
く
、
農
業
が
ク
ラ
ブ
活

動
と
ス
ポ
ー
ツ
み
た
い
な
も
の
だ
っ

た
。
こ
の
な
つ
か
し
い
学
校
が
な
く

な
る
の
は
淋
し
い
が
、
子
供
達
の
将

来
を
考
え
、
教
育
の
向
上
と
近
代
社

会
に
対
応
し
、
地
域
社
会
に
貢
献
す

る
強
い
人
間
づ
く
り
を
す
る
た
め
統

合
に
賛
成
し
た
」
と
語
り
、
在
校
生

の
庭
野
唯
一
君
は
「
地
域
の
人
達
が

学
校
林
の
手
入
れ
や
雪
堀
り
、
本
の

寄
付
な
ど
自
分
の
家
の
こ
と
以
上
に

学
校
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
も
ら
っ

て
感
謝
し
て
い
る
．
こ
れ
か
ら
本
校

に
行
っ
て
も
元
気
に
頑
張
る
」
と
決

音
ゆ
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

　
四
月
四
日
か
ら
二
十
二
名
の
本
校

通
学
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

就
学
援
助
制
度

　
　
　
　
　
　
の
活
用
を

　
市
教
育
委
員
会
で
は
、
経
済
的
理

由
で
就
学
が
困
難
だ
と
認
め
ら
れ
る

市
内
の
小
・
中
学
校
の
児
童
・
生
徒

（
市
内
保
護
世
帯
及
び
こ
れ
に
準
ず

る
程
度
の
世
帯
の
児
童
、
生
徒
）
に

対
し
て
就
学
援
助
費
（
学
校
の
勉
強

就学援助費予定単価
★学用品・通学用品費・校外活動費

とおガ蓄3’（7）

区　分 学　　年 1人当たり額

小学校
第1学年 8．1

その他の学年 9，620

中学校
第　1学年 16，090
その他の学年 17，530

の
た
め
に
必
要
な
学
用
品
費
な
ど
）

を
支
給
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
対
象
者
の
認
定
事
務
を
、
四

月
二
．
十
六
日
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
人
は
、

各
小
、
中
学
校
、
民
生
委
員
ま
た
は

教
育
委
員
会
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
（
8
七
⊥
一
二
一
一
番
内
線
二

七
二
）
へ
。

陸
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
e
3
§
§
§
§

市
内
小
中
学
校
教
員
異
動

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
転
入
百
十
一
名

　
四
月
一
日
付
で
小
・
中
学
校
教
員

異
動
が
発
令
さ
れ
、
岡
健
飛
渡
第
二

小
学
校
長
が
新
井
市
に
転
出
し
、
後

任
に
、
上
越
市
か
ら
長
尾
克
孝
校
長

麟
灘
飛二小学校長

長尾克孝

，
が
転
入
し
た
の
を
は
じ
め
、
転
出
百

十
二
名
、
転
入
百
十
一
名
の
異
動
が

あ
り
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
市
内
の
教
職
員
数
は

小
学
校
二
百
七
十
一
人
、
中
学
校
百

三
十
八
人
に
な
り
、
小
学
校
本
校
十

九
校
、
分
校
六
校
。
中
学
校
本
校
六

校
、
分
校
二
校
に
わ
か
れ
イ
＼
約
七

千
四
百
人
の
生
徒
に
教
べ
ん
を
と
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

十日町橋が片側通行に

　4月1日から、国道253号線

十日町橋が補修工事のため、終

日、片側通行になっています。

この交通規制は、12月31日まで

続きます。

貯吻伽伽齢助。わ伽助ゆ伽伽伽㊥qり⑳伽鵬㈱qり伽幽

書文法脱　M
W

　
ハ
ソ

郁
W
モ
M
W

M
W
メ
M
W

M
W
ち
M
W

M
W
叔
M
W

M
W
ひ
M
W

、文書図画の頒布または掲示の禁1★新入学用品費
　　　　　　　　　　　　§　　小学校第1学年　　　13，450円
ぬかれることを目的とするいわゆ§　中学校第1学年　　16，150円
文書噸布または掲示も禁止され1★体育実技用具費（スキー用具）

す（同法146）・著述や演芸の広告・1繹穫霧鱗学年ll；糊

商店の営業広告の掲示頒布また1★修学方長行費（宿泊を伴う修学旅行）

状、暑中見舞状の頒布等は、日常§　小学校第5・6学年　実　費
おいて搬的に行わオtているもの1中学騰3学年　実費
　　　　　　　　　　五　　§　★夏季訓練参加費
て・それ自体としてはなんの違法§　中学校全学年　　　実　費
つものではないが趨輔近にな1★その他給食費及び学校病に係る医

それら種々の名目に名をかりた選1療費の実費を支給

慰？謙鷲畿配lll羅1霧韓喪／漿
れるため、これを放任するときは、銃総舗競勝響

だしく選挙の公正を害するこ≧と1呈暢蠣鰻駕

鷲誉禦鼎鷺灘讐聾篠維憲鶴転峯
法暑為を禁去しているのです・纏糧護壽欝

　（選挙用語辞典より）　　　　　　　、O、れ㌧1に犯使け　・
砂つも◆つ㈱つ

§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
き

人
権
擁
護
委
員
に

　
武
田
、
小
川
、
小
林
さ
ん

　
こ
の
ほ
ど
、
法
務
大
臣
か
ら
、
人

権
擁
護
委
員
に
武
田
文
雄
（
土
市
）

小
川
彦
一
郎
（
五
軒
新
田
）
　
小
林

賢
秀
（
川
原
町
）
の
皆
さ
ん
が
任
命

さ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
国
民
に
保
障

さ
れ
て
い
る
基
本
的
人
権
を
擁
護
し

人
権
思
想
の
普
及
高
揚
を
図
る
た
め

に
置
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
私
的
制
裁
、

人
身
売
買
、
村
八
分
、
教
育
を
受
け

る
権
利
の
侵
犯
、
強
制
圧
迫
、
酷
使

虐
待
、
差
別
待
遇
、
生
活
権
の
侵
犯

な
ど
で
お
困
り
の
時
に
は
、
気
軽
に

自
宅
に
相
談
に
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
、
内
容
が
他
に
も
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
ご
安
心

く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
、

§　選挙運動用文書図画の頒布と掲示につ
§
§いては厳重な制限があります（公選法142、
§
§143）が、文書図画の頒布または掲示の禁

1止をまぬかれることを目的とするいわゆ

1る脱法文書噸布または掲示も禁止され

§ています（同法146）．著述や演芸の広告
1会社や商店の営業広告の掲示、頒布また

§
§は年賀状、暑中見舞状の頒布等は、日常
§　　　　　　　　　　＿
§生活において一般的に行われているもの
1であって、それ自体としてはなんの灘

1性をもつものではないが趨挙問近1こな

1ると・それら種々の名目に名をカ“）た選

§挙運動のための文書図画と思われるよう
§
§なものが頒布、掲示される場合がしばし
§

ii 　ば見られるため、これを放任するときは

　はなはだしく選挙の公正を害することと

　なり、選挙運動用文書図画の制限を無意

　味なものにするおそれがあるので、このよ
§
§うな脱法行為を禁止しているのです。
§

一謡鷹用語辞典より）
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ときどきこんなことも
＊みんなで押し花絵を作る。

＊版画で年賀状を作る。

＊七宝焼でい7）いろ作’・て楽しむ。

＊ダンス・民踊・ゲームで楽しく

＊ゲートボールで腰を伸ばしながら

＊講師び）話を聞いたり、映画を見た

　りしノベカニら

　みんなで一緒に
　　　　こんなことを
＊明治、大正時代の食べものを調べ

みんなで作ってみる。

＊戦争中の食事を思い出しまとめて

みよう

春の部参加団体募集〃

第1回4月16日㈱

おとしよりの皆さんへ

老人講座が始まります

第6回市民芸能祭

会場　十日町市公民館（B7－5011番）

期間　4月～11月時間は毎回午前9時30分から午後3時30分です

申込み　4月12日までに十日町地区各老人ケラブ会長さんへ

その他　●毎回昼食、筆記用具をお持ちドさい．●教材費実費負

　　　　担して頂きます。●1日参加できないかたも、半日ず一）

　　　　でけっこうですのでおいで下さい。

㎜
午
後

からfま轍r

こんなグループ学習を
＊焼もび）、　＊あみ｛、の・手芸

＊俳　句　　＊いけ花

＊写　真

レ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

そのほかに

＊研修旅行

＊文化祭に作品を展示する

＊保育所訪問

＊落　第　式

　市民芸能祭を、今年度は、春と秋の2回に分け　㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ
て開催いたしますが、その春の部の参加団体を下　丁

記の要領で募集します。

　多くの団体・グノレープの参加をお願いします．

●対　象　音楽、演劇、民踊（謡）、詩吟など市民

　　　　　会館ホールで発表できるアマチュアの

　　　　　団体、グループ。

●申込み　4月17日困までに公民館本館に申込ん

　　　　　で下さい。

●問い合わせは　十日町市公民館事業係に

　　　　　　　　　　　　　（7－5011番）　　　　：

》◎、蒔魯ζ」瓢こ曲、

シリーズノレ6．13

旧制十日町中学開校
大正15年4月28日

　
“
お
前
は
、
長
岡
へ
行
か
ん
で
も

い
い
、
十
日
町
に
県
立
中
学
校
が
出

来
る
か
ら
”
受
験
直
前
に
、
お
や
じ

に
言
い
渡
さ
れ
た
。
大
正
十
五
年
の

二
月
か
三
月
初
旬
の
こ
と
で
あ
る
．

い
ま
か
ら
五
十
五
年
も
前
の
こ
と
、

お
お
か
た
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
．

　
志
願
者
は
郡
内
中
心
に
百
二
十
人

く
ら
い
、
合
格
者
百
人
で
補
欠
が
四

～
五
人
．
四
月
初
め
に
三
日
も
か
か

っ
て
試
験
が
あ
り
、
発
表
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
締
　
　
　
　
擁
㌦

寝

聖
■
懸
滞
…

が
学
校
が
始
ま
ら
な
い
．
何
し
ろ
校
．

舎
が
な
く
て
、
先
生
も
校
長
ほ
か
三

人
、
小
学
校
の
二
教
室
と
、
職
員
室

を
半
教
室
分
借
り
イ
＼
四
月
二
十
八

日
に
上
の
運
動
場
で
入
学
式
を
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
先
生
以
外
は
、

紺
緋
の
き
も
の
に
棒
縞
の
袴
を
は
い

て
、
ゴ
ザ
の
上
に
座
っ
て
並
ん
で
い

た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
旧
校
舎
の
北
の
端
に
女
学
校
が
あ

っ
て
、
も
う
同
級
生
は
五
・
六
回
目

く
ら
い
の
入
学
だ
っ
た
．
エ
ビ
茶
の

袴
に
白
線
が
一
本
入
っ
て
、
一
学
級

五
十
人
、
四
年
の
最
上
級
生
ま
で
揃

っ
て
い
た
．
こ
っ
ち
は
、
雪
の
結
晶

に
「
中
」
の
徽
章
に
白
線
の
帽
子
、

夏
の
霜
ふ
り
の
洋
服
に
、
編
上
げ
靴

が
揃
っ
た
の
は
、
．
夏
休
み
前
頃
だ
っ

た
ろ
う
か
．
何
し
ろ
初
め
か
ら
洋
服

だ
っ
た
の
は
、
新
潟
の
鏡
渕
校
か
ら

来
た
田
川
武
雄
君
｝
人
だ
っ
た
．

　
百
人
の
う
ち
、
小
六
か
ら
の
者
半

数
、
あ
と
は
高
等
科
の
二
、
三
年
出

た
人
か
、
そ
れ
以
上
の
年
と
っ
た
人

きものに袴の第1回入学式

於～十日町小学校上の運動場

壇上は、初代和歌山春吉校長

だ
づ
た
。
和
歌
山
春
吉
校
長
さ
ん
は

新
潟
師
範
の
付
属
か
ら
来
た
東
京
高

師
出
の
真
面
目
人
間
、
修
身
の
時
間

は
後
光
が
さ
し
て
眠
く
な
る
の
で
、

「
天
神
さ
ま
」
と
ア
ダ
名
が
つ
い
た
．

英
語
は
川
上
教
頭
、
数
学
は
長
沼
、

国
語
は
屋
井
、
あ
と
は
小
学
校
の
丸

直
と
か
、
渡
辺
な
ん
て
先
生
を
借
り

て
、
間
に
合
せ
て
い
た
。
そ
の
年
の

暮
に
昭
和
に
な
っ
た
。

　
翌
昭
和
二
年
の
四
月
か
ら
い
ま
の

位
置
に
、
体
操
場
が
出
来
て
、
一
年

生
が
二
組
入
っ
て
移
転
し
た
。
昇
降

口
が
職
員
室
、
運
動
場
を
六
つ
に
分

け
て
、
四
教
室
と
二
教
室
分
を
体
操

場
に
使
っ
た
．
天
井
が
な
い
か
ら
隣

り
の
教
室
の
授
業
も
一
緒
に
聞
こ
え
て

く
る
。
便
所
は
外
に
あ
っ
て
仮
小
屋

だ
っ
た
。
男
ば
か
り
の
バ
ン
カ
ラ
学

校
だ
か
ら
平
気
、
皆
ん
な
が
軍
隊
調

で
特
に
一
回
生
は
、
上
級
生
な
し
の

年
嵩
が
多
か
っ
た
の
で
軍
隊
の
上
官

み
た
い
に
威
張
っ
て
い
た
。

　
昭
和
六
年
、
第
一
回
の
卒
業
生
が

出
る
年
に
、
竣
工
祝
い
を
し
た
。

　
十
中
が
十
高
に
な
っ
た
後
年
、
開

設
当
時
の
川
上
由
喜
教
頭
先
生
を
招

ん
で
十
日
町
で
謝
恩
会
を
開
い
た
ら

“
生
徒
は
真
面
目
で
、
勉
強
も
よ
く
出

来
、
心
配
な
か
っ
た
が
、
若
い
先
生

た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
出
来
ご
と
が
あ

っ
て
、
い
つ
で
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い

た
〃
と
回
想
し
て
い
た
。
こ
の
先
生

も
う
八
十
五
歳
に
な
る
が
、
ま
だ
新

潟
に
お
達
者
で
過
し
て
お
ら
れ
る
。

　
▼
十
高
は
　
い
つ
も
昭
和
と

　
　
　
　
　
　
同
い
年
（
三
亭
）

　
　
　
　
　
　
（
山
内
正
豊
）
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窮
願
ゆ
し
藪
苛
／
叶
鶉
蕪
識

　
一
月
以
来
、
市
報
を
通
じ
て
市
民
の
　
用
に
応
え
、
さ
ら
に
大
切
に
保
存
し
　
　
み
を
は
じ
め
と
し
た
織
物
資
料
を
探

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
た
博
物
館
　
　
て
後
世
に
伝
え
る
役
目
を
持
っ
て
い
　
し
て
み
て
下
さ
い
．

の
明
石
ち
ぢ
み
収
集
運
動
も
、
多
く
　
　
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
皆
さ
　
　
博
物
館
資
料
の
充
実
に
つ
い
て
、

の
方
々
の
協
力
で
百
点
を
越
え
る
資
　
　
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て
い
る
明
石
ち
ぢ
　
　
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
．

料
が
集
ま
り
、
一
応
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

五
月
に
予
定
し
て
い
る
特
別
展
「
明

石
ち
ぢ
み
展
」
の
準
備
も
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
資
料
は
、
特
別

展
の
た
め
に
集
め
、
展
示
が
終
わ
れ
ば

そ
れ
で
お
し
ま
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
明
石
ち
ぢ
み
を
始
め

こ
れ
ら
の
織
物
資
料
は
、
着
物
産
地

十
日
町
の
歩
み
を
背
負
っ
て
き
た
歴

史
的
資
料
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を

集
め
、
調
査
し
て
市
民
の
学
習
や
利

　　　開講式は4月10日㈱夜7時～

●栄養と調理の知識を身につけよう

●毎週第1・3木曜日　夜6時30分

●グループ・ワークトレーニングやダ

　ンスゲームで楽しく

●毎週火曜日　夜7時～

●小原流いけ花でゃさしい心を育てよ

　つ

●毎月第2・4水曜日　夜6時30分～

●球技を通じて体力・づくりをしよう

●毎月金曜日夜7時中条小体育館

9各ひろばみんなで一般教養を身につ

けよう

D月2回くらいの予定です。

写真、やきもののクラブ活動、花見や海水浴、納涼大
会、ハイキング、クリスマス、研修旅行などの自主的
な活動もあります。

※　受講料は無料、教材費は各自負担です。

※　村会費（通信費含）1，500円を、申込時に納入して下

　　さい。

　
　
　
水
　
曜
　
会

代
表
福
原
典
男
（
川
原
町
）

　
7
8
青
年
大
学
講
座
（
本
館
）
「
若
者

と
し
て
戦
争
を
考
え
る
」
が
終
了
し

て
、
「
数
回
の
こ
の
講
座
だ
け
で
は
満

足
し
な
い
…
…
戦
争
は
語
り
つ
く
せ

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
声
か
ら
水
曜
会
は
生
ま

れ
た
。
現
在
は
戦
争
問
題
だ
け
に
と

ら
わ
れ
ず
、
最
近
の
揺
れ
動
く
国
内

とお』∬夢．』旨9

青春の仲間づくりと学習グルーブ

中条青年の村へ

のびのびと、いきいきと、楽しく

中条地区公民館（盈2－2748番）

※学習のひろば

料理のひろば

レクリエーショ
ンのひろば

いけ花のひろば

体育のひろば

ヤング特別講座

外
の
情
勢
に
つ
い
て
各
自
が
持
ち
よ

っ
た
資
料
・
情
報
を
も
と
に
考
え
話

し
合
っ
て
い
る
。
昨
年
は
映
画
上
映

会
（
”
軍
旗
は
た
め
く
下
に
〃
他
）
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
体
験
は
ど
う

活
か
さ
れ
て
い
る
か
」
を
催
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
話
し
合
い
か
ら
、

そ
れ
以
外
の
一
般
の
“
声
”
を
広
く

求
め
て
活
動
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
現
在
会
員
十
名
．

　
　
下
条
廿
日
会

　
代
表
　
樋
ロ
タ
ツ
（
岩
野
）

　
昭
和
四
十
一
年
五
月
二
十
日
に
下

条
婦
人
学
級
の
O
B
、
十
五
名
で
発

足
。
会
長
な
し
。
年
十
回
の
集
ま
り
は

全
て
当
番
制
の
企
画
運
営
で
、
主
と

し
て
親
睦
が
目
的
で
す
が
、
年
齢
の

上
下
差
が
三
十
歳
位
で
、
そ
れ
ぞ
れ

環
境
の
異
な
る
個
性
の
強
い
人
達
の

集
ま
り
な
の
で
、
身
近
か
な
問
題
を

話
し
合
う
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
啓
発

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
記
録
簿
を
基

に
し
て
、
十
周
年
誌
も
出
し
ま
し
た
。

年
二
回
位
は
、
大
学
の
先
生
の
講
義
、

あ
る
い
は
地
域
の
人
達
と
の
交
流
な

ど
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
的
は
、
十
五
年
誌
の
発

行
、
そ
し
て
、
健
康
の
こ
と
、
老
後

問
題
な
ど
具
体
的
に
勉
強
す
る
こ
と

こんなグループ②
こんなことをしています

～公民館活動から生まれた

グループ・サークル紹介～

な
ど
課
題
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

水
沢
農
業
青
年
会

代
表
　
金
沢
忠
司
（
太
田
島
）

　
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
四
年
目
に

な
り
ま
す
．
会
員
は
三
＋
名
位
．
現

在
の
農
業
も
社
会
的
風
潮
か
ら
、
な

か
な
か
厳
し
い
現
状
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
若
い
私
達
が

農
業
後
継
者
と
し
て
よ
り
豊
か
な
生

活
を
求
め
る
為
に
、
会
を
発
足
し
、

農
協
、
農
業
改
良
普
及
所
、
市
、
そ

の
他
を
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て
交
友
関

係
を
深
め
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

農
政
、
生
産
技
術
の
研
究
、
経
営
改

善
等
の
実
践
的
向
上
を
計
る
為
に
、

各
種
講
習
会
、
研
究
会
、
視
察
等
を

行
い
、
さ
ら
に
全
体
的
な
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
し
て
活
動
内
容
の
充
実
を

し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
金
　
羊
　
会

代
表
　
片
桐
フ
ミ
（
田
川
町
鱒
）

　
昨
年
の
十
二
月
に
、
三
年
間
続
い

た
公
民
館
主
催
の
書
道
教
室
が
終
わ

り
そ
の
仲
間
が
自
主
的
に
創
り
出
し

た
の
が
こ
の
会
で
す
。
若
い
人
か
ら
、

四
十
の
手
習
組
ま
で
千
差
万
別
、
し

か
し
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
毎
週

金
曜
日
夜
七
時
を
楽
し
み
に
集
ま
っ
て

来
る
心
豊
か
な
、
静
か
で
い
な
が
ら

和
や
か
な
人
達
…
…
…
。
男
女
二
＋

名
の
会
員
。
平
野
綱
一
先
生
に
添
削

し
て
い
た
だ
き
蘭
亭
に
作
品
を
送
っ

て
い
ま
す
。
先
生
の
一
字
毎
の
解
説

を
聞
き
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
筆

鐵
講
馨
橘
ち
）
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ときどきこんなことも
＊みんなで押し花絵を作る。

＊版画で年賀状を作る。

＊七宝焼でい7）いろ作’・て楽しむ。

＊ダンス・民踊・ゲームで楽しく

＊ゲートボールで腰を伸ばしながら

＊講師び）話を聞いたり、映画を見た

　りしノベカニら

　みんなで一緒に
　　　　こんなことを
＊明治、大正時代の食べものを調べ

みんなで作ってみる。

＊戦争中の食事を思い出しまとめて

みよう

春の部参加団体募集〃

第1回4月16日㈱

おとしよりの皆さんへ

老人講座が始まります

第6回市民芸能祭

会場　十日町市公民館（B7－5011番）

期間　4月～11月時間は毎回午前9時30分から午後3時30分です

申込み　4月12日までに十日町地区各老人ケラブ会長さんへ

その他　●毎回昼食、筆記用具をお持ちドさい．●教材費実費負

　　　　担して頂きます。●1日参加できないかたも、半日ず一）

　　　　でけっこうですのでおいで下さい。

㎜
午
後

からfま轍r

こんなグループ学習を
＊焼もび）、　＊あみ｛、の・手芸

＊俳　句　　＊いけ花

＊写　真

レ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

そのほかに

＊研修旅行

＊文化祭に作品を展示する

＊保育所訪問

＊落　第　式

　市民芸能祭を、今年度は、春と秋の2回に分け　㌔
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヂ
て開催いたしますが、その春の部の参加団体を下　丁

記の要領で募集します。

　多くの団体・グノレープの参加をお願いします．

●対　象　音楽、演劇、民踊（謡）、詩吟など市民

　　　　　会館ホールで発表できるアマチュアの

　　　　　団体、グループ。

●申込み　4月17日困までに公民館本館に申込ん

　　　　　で下さい。

●問い合わせは　十日町市公民館事業係に

　　　　　　　　　　　　　（7－5011番）　　　　：

》◎、蒔魯ζ」瓢こ曲、

シリーズノレ6．13

旧制十日町中学開校
大正15年4月28日

　
“
お
前
は
、
長
岡
へ
行
か
ん
で
も

い
い
、
十
日
町
に
県
立
中
学
校
が
出

来
る
か
ら
”
受
験
直
前
に
、
お
や
じ

に
言
い
渡
さ
れ
た
。
大
正
十
五
年
の

二
月
か
三
月
初
旬
の
こ
と
で
あ
る
．

い
ま
か
ら
五
十
五
年
も
前
の
こ
と
、

お
お
か
た
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
．

　
志
願
者
は
郡
内
中
心
に
百
二
十
人

く
ら
い
、
合
格
者
百
人
で
補
欠
が
四

～
五
人
．
四
月
初
め
に
三
日
も
か
か

っ
て
試
験
が
あ
り
、
発
表
に
な
っ
た

　
　
　
　
　
締
　
　
　
　
擁
㌦

寝

聖
■
懸
滞
…

が
学
校
が
始
ま
ら
な
い
．
何
し
ろ
校
．

舎
が
な
く
て
、
先
生
も
校
長
ほ
か
三

人
、
小
学
校
の
二
教
室
と
、
職
員
室

を
半
教
室
分
借
り
イ
＼
四
月
二
十
八

日
に
上
の
運
動
場
で
入
学
式
を
し
た

の
を
覚
え
て
い
る
。
先
生
以
外
は
、

紺
緋
の
き
も
の
に
棒
縞
の
袴
を
は
い

て
、
ゴ
ザ
の
上
に
座
っ
て
並
ん
で
い

た
よ
う
な
気
が
す
る
。

　
旧
校
舎
の
北
の
端
に
女
学
校
が
あ

っ
て
、
も
う
同
級
生
は
五
・
六
回
目

く
ら
い
の
入
学
だ
っ
た
．
エ
ビ
茶
の

袴
に
白
線
が
一
本
入
っ
て
、
一
学
級

五
十
人
、
四
年
の
最
上
級
生
ま
で
揃

っ
て
い
た
．
こ
っ
ち
は
、
雪
の
結
晶

に
「
中
」
の
徽
章
に
白
線
の
帽
子
、

夏
の
霜
ふ
り
の
洋
服
に
、
編
上
げ
靴

が
揃
っ
た
の
は
、
．
夏
休
み
前
頃
だ
っ

た
ろ
う
か
．
何
し
ろ
初
め
か
ら
洋
服

だ
っ
た
の
は
、
新
潟
の
鏡
渕
校
か
ら

来
た
田
川
武
雄
君
｝
人
だ
っ
た
．

　
百
人
の
う
ち
、
小
六
か
ら
の
者
半

数
、
あ
と
は
高
等
科
の
二
、
三
年
出

た
人
か
、
そ
れ
以
上
の
年
と
っ
た
人

きものに袴の第1回入学式

於～十日町小学校上の運動場

壇上は、初代和歌山春吉校長

だ
づ
た
。
和
歌
山
春
吉
校
長
さ
ん
は

新
潟
師
範
の
付
属
か
ら
来
た
東
京
高

師
出
の
真
面
目
人
間
、
修
身
の
時
間

は
後
光
が
さ
し
て
眠
く
な
る
の
で
、

「
天
神
さ
ま
」
と
ア
ダ
名
が
つ
い
た
．

英
語
は
川
上
教
頭
、
数
学
は
長
沼
、

国
語
は
屋
井
、
あ
と
は
小
学
校
の
丸

直
と
か
、
渡
辺
な
ん
て
先
生
を
借
り

て
、
間
に
合
せ
て
い
た
。
そ
の
年
の

暮
に
昭
和
に
な
っ
た
。

　
翌
昭
和
二
年
の
四
月
か
ら
い
ま
の

位
置
に
、
体
操
場
が
出
来
て
、
一
年

生
が
二
組
入
っ
て
移
転
し
た
。
昇
降

口
が
職
員
室
、
運
動
場
を
六
つ
に
分

け
て
、
四
教
室
と
二
教
室
分
を
体
操

場
に
使
っ
た
．
天
井
が
な
い
か
ら
隣

り
の
教
室
の
授
業
も
一
緒
に
聞
こ
え
て

く
る
。
便
所
は
外
に
あ
っ
て
仮
小
屋

だ
っ
た
。
男
ば
か
り
の
バ
ン
カ
ラ
学

校
だ
か
ら
平
気
、
皆
ん
な
が
軍
隊
調

で
特
に
一
回
生
は
、
上
級
生
な
し
の

年
嵩
が
多
か
っ
た
の
で
軍
隊
の
上
官

み
た
い
に
威
張
っ
て
い
た
。

　
昭
和
六
年
、
第
一
回
の
卒
業
生
が

出
る
年
に
、
竣
工
祝
い
を
し
た
。

　
十
中
が
十
高
に
な
っ
た
後
年
、
開

設
当
時
の
川
上
由
喜
教
頭
先
生
を
招

ん
で
十
日
町
で
謝
恩
会
を
開
い
た
ら

“
生
徒
は
真
面
目
で
、
勉
強
も
よ
く
出

来
、
心
配
な
か
っ
た
が
、
若
い
先
生

た
ち
に
、
い
ろ
い
ろ
出
来
ご
と
が
あ

っ
て
、
い
つ
で
も
ハ
ラ
ハ
ラ
し
て
い

た
〃
と
回
想
し
て
い
た
。
こ
の
先
生

も
う
八
十
五
歳
に
な
る
が
、
ま
だ
新

潟
に
お
達
者
で
過
し
て
お
ら
れ
る
。

　
▼
十
高
は
　
い
つ
も
昭
和
と

　
　
　
　
　
　
同
い
年
（
三
亭
）

　
　
　
　
　
　
（
山
内
正
豊
）
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窮
願
ゆ
し
藪
苛
／
叶
鶉
蕪
識

　
一
月
以
来
、
市
報
を
通
じ
て
市
民
の
　
用
に
応
え
、
さ
ら
に
大
切
に
保
存
し
　
　
み
を
は
じ
め
と
し
た
織
物
資
料
を
探

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い
た
博
物
館
　
　
て
後
世
に
伝
え
る
役
目
を
持
っ
て
い
　
し
て
み
て
下
さ
い
．

の
明
石
ち
ぢ
み
収
集
運
動
も
、
多
く
　
　
ま
す
。
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
皆
さ
　
　
博
物
館
資
料
の
充
実
に
つ
い
て
、

の
方
々
の
協
力
で
百
点
を
越
え
る
資
　
　
ん
の
お
宅
で
眠
っ
て
い
る
明
石
ち
ぢ
　
　
お
力
添
え
を
お
願
い
し
ま
す
．

料
が
集
ま
り
、
一
応
の
成
果
を
挙
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
お
陰
様
で
、

五
月
に
予
定
し
て
い
る
特
別
展
「
明

石
ち
ぢ
み
展
」
の
準
備
も
着
々
と
進

ん
で
い
ま
す
。

　
し
か
し
こ
う
し
た
資
料
は
、
特
別

展
の
た
め
に
集
め
、
展
示
が
終
わ
れ
ば

そ
れ
で
お
し
ま
い
と
い
う
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
明
石
ち
ぢ
み
を
始
め

こ
れ
ら
の
織
物
資
料
は
、
着
物
産
地

十
日
町
の
歩
み
を
背
負
っ
て
き
た
歴

史
的
資
料
で
も
あ
る
の
で
す
。

　
博
物
館
で
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
を

集
め
、
調
査
し
て
市
民
の
学
習
や
利

　　　開講式は4月10日㈱夜7時～

●栄養と調理の知識を身につけよう

●毎週第1・3木曜日　夜6時30分

●グループ・ワークトレーニングやダ

　ンスゲームで楽しく

●毎週火曜日　夜7時～

●小原流いけ花でゃさしい心を育てよ

　つ

●毎月第2・4水曜日　夜6時30分～

●球技を通じて体力・づくりをしよう

●毎月金曜日夜7時中条小体育館

9各ひろばみんなで一般教養を身につ

けよう

D月2回くらいの予定です。

写真、やきもののクラブ活動、花見や海水浴、納涼大
会、ハイキング、クリスマス、研修旅行などの自主的
な活動もあります。

※　受講料は無料、教材費は各自負担です。

※　村会費（通信費含）1，500円を、申込時に納入して下

　　さい。

　
　
　
水
　
曜
　
会

代
表
福
原
典
男
（
川
原
町
）

　
7
8
青
年
大
学
講
座
（
本
館
）
「
若
者

と
し
て
戦
争
を
考
え
る
」
が
終
了
し

て
、
「
数
回
の
こ
の
講
座
だ
け
で
は
満

足
し
な
い
…
…
戦
争
は
語
り
つ
く
せ

な
い
。
こ
れ
か
ら
も
持
続
し
て
い
こ

う
」
と
い
う
声
か
ら
水
曜
会
は
生
ま

れ
た
。
現
在
は
戦
争
問
題
だ
け
に
と

ら
わ
れ
ず
、
最
近
の
揺
れ
動
く
国
内

とお』∬夢．』旨9

青春の仲間づくりと学習グルーブ

中条青年の村へ

のびのびと、いきいきと、楽しく

中条地区公民館（盈2－2748番）

※学習のひろば

料理のひろば

レクリエーショ
ンのひろば

いけ花のひろば

体育のひろば

ヤング特別講座

外
の
情
勢
に
つ
い
て
各
自
が
持
ち
よ

っ
た
資
料
・
情
報
を
も
と
に
考
え
話

し
合
っ
て
い
る
。
昨
年
は
映
画
上
映

会
（
”
軍
旗
は
た
め
く
下
に
〃
他
）
と

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
戦
争
体
験
は
ど
う

活
か
さ
れ
て
い
る
か
」
を
催
っ
た
。

こ
れ
か
ら
も
会
員
の
話
し
合
い
か
ら
、

そ
れ
以
外
の
一
般
の
“
声
”
を
広
く

求
め
て
活
動
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
現
在
会
員
十
名
．

　
　
下
条
廿
日
会

　
代
表
　
樋
ロ
タ
ツ
（
岩
野
）

　
昭
和
四
十
一
年
五
月
二
十
日
に
下

条
婦
人
学
級
の
O
B
、
十
五
名
で
発

足
。
会
長
な
し
。
年
十
回
の
集
ま
り
は

全
て
当
番
制
の
企
画
運
営
で
、
主
と

し
て
親
睦
が
目
的
で
す
が
、
年
齢
の

上
下
差
が
三
十
歳
位
で
、
そ
れ
ぞ
れ

環
境
の
異
な
る
個
性
の
強
い
人
達
の

集
ま
り
な
の
で
、
身
近
か
な
問
題
を

話
し
合
う
だ
け
で
も
い
ろ
い
ろ
啓
発

さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
記
録
簿
を
基

に
し
て
、
十
周
年
誌
も
出
し
ま
し
た
。

年
二
回
位
は
、
大
学
の
先
生
の
講
義
、

あ
る
い
は
地
域
の
人
達
と
の
交
流
な

ど
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
目
的
は
、
十
五
年
誌
の
発

行
、
そ
し
て
、
健
康
の
こ
と
、
老
後

問
題
な
ど
具
体
的
に
勉
強
す
る
こ
と

こんなグループ②
こんなことをしています

～公民館活動から生まれた

グループ・サークル紹介～

な
ど
課
題
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

水
沢
農
業
青
年
会

代
表
　
金
沢
忠
司
（
太
田
島
）

　
発
足
し
て
か
ら
今
年
で
四
年
目
に

な
り
ま
す
．
会
員
は
三
＋
名
位
．
現

在
の
農
業
も
社
会
的
風
潮
か
ら
、
な

か
な
か
厳
し
い
現
状
に
立
た
さ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
中
で
、
若
い
私
達
が

農
業
後
継
者
と
し
て
よ
り
豊
か
な
生

活
を
求
め
る
為
に
、
会
を
発
足
し
、

農
協
、
農
業
改
良
普
及
所
、
市
、
そ

の
他
を
寄
り
ど
こ
ろ
と
し
て
交
友
関

係
を
深
め
る
こ
と
は
勿
論
の
こ
と
、

農
政
、
生
産
技
術
の
研
究
、
経
営
改

善
等
の
実
践
的
向
上
を
計
る
為
に
、

各
種
講
習
会
、
研
究
会
、
視
察
等
を

行
い
、
さ
ら
に
全
体
的
な
グ
ル
ー
プ

活
動
を
通
し
て
活
動
内
容
の
充
実
を

し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
金
　
羊
　
会

代
表
　
片
桐
フ
ミ
（
田
川
町
鱒
）

　
昨
年
の
十
二
月
に
、
三
年
間
続
い

た
公
民
館
主
催
の
書
道
教
室
が
終
わ

り
そ
の
仲
間
が
自
主
的
に
創
り
出
し

た
の
が
こ
の
会
で
す
。
若
い
人
か
ら
、

四
十
の
手
習
組
ま
で
千
差
万
別
、
し

か
し
共
通
し
て
い
る
こ
と
は
、
毎
週

金
曜
日
夜
七
時
を
楽
し
み
に
集
ま
っ
て

来
る
心
豊
か
な
、
静
か
で
い
な
が
ら

和
や
か
な
人
達
…
…
…
。
男
女
二
＋

名
の
会
員
。
平
野
綱
一
先
生
に
添
削

し
て
い
た
だ
き
蘭
亭
に
作
品
を
送
っ

て
い
ま
す
。
先
生
の
一
字
毎
の
解
説

を
聞
き
、
時
の
た
つ
の
も
忘
れ
て
筆

鐵
講
馨
橘
ち
）
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㎏
鍵
鐸
毒
拳
円
ア
鷲
プ

　
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が

定
額
三
千
三
百
円
か
ら
三
千
七
百
七

十
円
に
、
付
加
年
金
が
三
千
七
百
円

か
ら
四
千
百
七
十
円
に
そ
れ
ぞ
れ
四

百
七
十
円
高
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

年
金
を
受
け
る
老
齢
人
口
の
増
加
と

物
価
ス
ラ
イ
ド
制
等
に
と
も
な
う
給

付
額
の
増
大
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た

額
で
す
。

　
皆
さ
ん
、
年
金
の
保
険
料
を
滞
納

す
る
と
、
将
来
年
金
が
も
ら
え
ま
せ

　　灘嫡藤灘勘
と　さ　4月24日（木）

　　　　《午前10時～午後3時》

ところ　十日町市役所

と　き　4月25日（金）

　　　　《午前10時～午後3時》

ところ　十日町砂利（合資）

児目といわず今献血しましょう

一墾墾誓聖4
　　　　　　《一、一　　　　河月

』襲一撫暴野

　私達が毎日使っている飲料水などの生活

用水や工業用水のほとんどが川から取水し

ています。川が汚れると、用水として利用

できなくなるばかりか、魚つり、川遊びな

どもできなくなります。ゴミや空かんなど

を捨てないようにお互いに注意しましょう

ん
。
保
険
料
は
、
地
域
の
年
金
委
員

さ
ん
が
集
金
に
伺
い
ま
す
の
で
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
年
金
委
員
さ

ん
は
、
だ
い
た
い
月
末
近
く
に
集
金

に
伺
い
ま
す
が
、
な
る
べ
く
つ
り
銭

の
い
ら
な
い
よ
う
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
定
額
一
ヵ
月
三
千
七
百
七
十
円
、

ニ
カ
月
徴
収
で
七
千
五
百
四
十
円

付
加
年
金
は
ニ
ヵ
月
徴
収
で
八
千
三

百
四
十
円
で
す
。

機
械
設
備
の
投
資
を
計
画

　
　
　
し
て
い
る
企
業
者
へ

　
財
団
法
人
新
潟
県
中
小
企
業
振
興

公
社
で
は
、
小
規
模
企
業
者
が
機
械
、

設
備
を
新
た
に
設
置
し
た
い
と
き
、

そ
の
希
望
す
る
機
械
、
設
備
を
代
わ

っ
て
購
入
し
、
企
業
者
が
長
期
か
つ

低
利
の
割
賦
返
済
に
よ
り
完
済
し
た

と
き
に
譲
渡
す
る
小
規
模
企
業
設
備

貸
与
制
度
の
受
付
を
四
月
一
日
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
活
し
用
な
ど
う

■
設
備
価
額
　
二
十
万
円
以
L
乎
丘

百
万
円
以
卜

■
貸
与
損
料
（
利
息
相
当
分
）
　
年

五
％
■
返
済
期
間
　
四
年
半

　
な
お
、
申
込
者
の
資
格
要
件
な
ど

詳
細
に
つ
い
て
は
市
商
工
課
（
8
し

⊥
丘
『
番
内
線
二
六
六
）
へ
、

寄
付
あ
り
が
と
う

社
会
福
祉
事
業
へ

　
▼
市
農
協
　
七
千
五
百
二
十
六
円

（
雪
ま
つ
り
慈
善
な
べ
）
　
▼
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
ハ
ム
ク
ラ
ブ
、
モ
ー

ビ
ル
ハ
ム
ク
ラ
ブ
　
五
千
円
（
雪
ま

つ
り
売
店
収
益
）
　
▼
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
十
日
町
第
一
団
　
七
千
六
百
八

十
七
円
（
雪
ま
つ
り
売
店
収
益
）

▼
市
農
協
婦
人
部
メ
ダ
カ
グ
ル
㌧
フ

一
万
五
千
円
　
▼
内
藤
直
義
（
控
木
）

千
円
　
▼
高
橋
ユ
子
（
宮
下
東
）
四

百
十
七
円
（
一
円
玉
）
　
▼
十
日
町

地
区
同
盟
青
年
婦
人
会
議
　
六
万
二

千
二
百
五
十
九
円
　
▼
上
田
清
松

（
八
幡
田
町
）
千
四
百
円
▼
水
沢
地
区

雛獺蓼5①翻
一じゃがいもをつかった中華風酢の物一
ジャガイモは、どこび）台所に｛）ころが・・ている野菜です。

でも、そび）料理法は、みそ汁か煮物・サラダくらいしかな

いとお考えにな・・ていませんか。

そのジャガイモを使った中華風酢の物はいかがでしょ

う。急なお客様の酒の肴などにおためしください。

●材料と分量（4人前）

婦
人
会
　
一
万
千
六
百
円
　
▼
十
日

町
オ
ー
ト
ク
ラ
ブ
ス
ポ
ー
ツ
　
三
万

百
五
十
五
円
　
▼
小
池
琴
二
（
宮
下

東
）
一
万
円
　
▼
匿
名
　
千
五
百
四

十
六
円

保
健
衛
生
事
業
へ

　
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
歯
科
医
師
会

八
ミ
リ
映
写
機
、
虫
歯
予
防
用
映
画

じゃがいも 中2個（2509） 酢 大さじ3弱

きゅうり 中　1本 一
ま
た
れ

砂　　　糖 大さじ2強

卵 2　　個 し　ょ　う　ゆ 大さじ2強

ご
ま
だ
れ

すりごま 大さじ3 水 大さじ2強

ごま油 小さじ1。5 溶き辛子 小さじ1．5

●作り方

①一じゃがいもは皮をむき、千切りにして水に・）けアクぬ

　　きする。

②一たっぶりの熱湯に塩少々を加えた中で、じゃがいもを

　　さっとゆで（すき通ってきたr））すぐザルにあげ、塩

　　少々と酢小さじ1杯をふりかける。

③一きゅうりは4㎝の長さの千切り、卵は薄焼きにしたあ

　　と、千切りにする。

④一ごまだれの材料を合才）せておく。

⑤一②③④を和える
■9じゃがいもはできるだけ細かく千切りにする・ゆで

方は、歯切れを残すため1～2秒。いも臭さを消すため、

ザルに上げ、熱いうちに酢を少々ふる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　（酒　井　環）

・・11，982／面積…211．44㎞（3月1日現在）

フ
イ
ル
ム
一
．
．
巻
（
ぼ
く
、
も
う
歯
を

み
が
け
る
よ
・
ぼ
く
は
も
う
大
人
の

歯
・
歯
の
健
康
）
合
計
二
十
二
万
三

千
円
相
当
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
四
月
二
十
三
日
困
午
前
九
時

～
正
午
ま
で
　
南
雲
　
▼
四
月
二
十

　
　
　
　
稀

　
　
　
　
魁

　
　
　
烏

』
附

　
　
、
斌
～鳶

話
奪
鎚
～

　
！
　
　
　
　
夕

　
　
　
　
　
　
＼

謬職
￥ツ

Uら

筆
h

詳
悲

hう

づ

“
　
　
　
？

／南

詫
〃
　
　
笏

　
　
0

養暴ど

蕩鮒

2ノ

　
　
　
　
　
　
』
c
き

羅
ぎ

愕窃ヤ

髪
う

グ

四
日
困
　
午
前
八
時
～
正
午
ま
で

猿
倉
の
一
部
、
津
池
、
菅
沼
、
大
池
、

赤
倉
　
▼
四
月
二
十
六
日
団
　
午
前

七
時
半
～
十
一
時
半
ま
で
　
塚
原
町

の
一
部
、
城
之
古
第
一
・
二
・
三
、

城
之
古
東
町

　
　
　
　
　
　
　
』
侍

惨
塾
が
2
　
錨

　
○
新
シ
リ
ー
ズ
「
気
軽
に
で
き
る

家
庭
料
理
」
を
連
載
し
ま
す
。
執
筆

者
の
酒
井
環
さ
ん
（
駅
通
り
）
に
は
、

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
よ
り
も
、
お
い
し

さ
に
重
点
を
置
い
た
メ
ニ
ュ
ー
作
り

を
お
願
い
し
ま
し
た
。

〇
三
月
に
全
嘱
託
員
さ
ん
を
対
象
に

市
報
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
し
ま
し

た
。
回
答
い
た
だ
い
た
全
員
か
ら
市

報
を
読
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

貴
重
な
．
こ
意
見
も
沢
山
い
た
だ
き
ま

し
た
。
新
企
画
と
し
て
、
順
次
、
紙

面
に
反
映
さ
せ
て
ゆ
き
ま
す
。

50，205人（男24，652・女25，553人）／世帯数■市勢／人口

今
月
の
納
税

・
国
民
健
康
保
険
料
第
［
期
…
…
納
期
限
四
月
三
十
日

　
　
　
　
税
金
で
明
る
く
楽
し
い
町
づ
く
り
…
小
林
茂
樹
（
十
日
町
中
）
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